
勢
多
章
甫
と
勢
多
家
関
係
図
書

相

曽

貴

志

は
じ
め
に

勢
多
章
甫
︵
一
八
三
〇
～
九
四
︶
は
幕
末
期
に
は
朝
廷
に
お
い
て
︑
執
次
と
し
て
奥
向

き
と
の
連
絡
役
を
務
め
︑
明
治
に
入
っ
て
か
ら
は
︑
宮
内
省
図
書
寮
に
お
い
て
︑
そ
れ
ま

で
の
朝
廷
で
の
職
務
の
経
験
を
生
か
し
て
︑
孝
明
天
皇
の
御
事
蹟
を
中
心
に
幕
末
期
の
故

実
や
儀
式
の
調
査
・
考
証
を
行
っ
た
人
物
で
あ
る
︒
一
方
で
彼
は
最
後
の
明
法
博
士
と
し

て
史
書
や
儀
式
書
等
の
校
訂
や
考
証
も
行
っ
て
き
た
︒

私
も
こ
れ
ま
で
章
甫
の
伏
見
宮
家
の
古
典
籍
類
の
借
用
・
書
写
に
つ
い
て
調
べ
た
り(�
)

︑

勢
多
家
旧
蔵
の
延
喜
式
に
つ
い
て
報
告
す
る
な
ど(�
)

︑
当
部
で
蔵
す
る
勢
多
家
関
係
図
書(�
)

を

調
査
す
る
機
会
が
あ
っ
た
も
の
の
︑
勢
多
家
に
つ
い
て
ま
で
考
察
の
対
象
に
し
た
こ
と
は

な
か
っ
た
︒
歴
代
当
主
の
な
か
で
︑
章
甫
は
﹁
嘉
永
年
中
行
事
﹂
の
解
題
︵
﹃
増
補
改
訂
故

実
叢
書
﹄
二
八
︵
明
治
書
院
︑
一
九
五
一
年
︶
所
収
︒
以
下
︑
嘉
永
年
中
行
事
解
題
と
す
る
︶
等

で
履
歴
が
分
か
る
が
︑
そ
れ
以
外
の
当
主
に
つ
い
て
は
﹃
国
書
人
名
辞
典
﹄
に
簡
単
な
履

歴
と
著
作
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
み
で
︑
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い
の
が
現
状
で
あ
る
︒

そ
こ
で
本
稿
で
は
勢
多
家
関
係
図
書
の
検
討
を
通
し
て
︑
口
向
役
人
と
し
て
の
勢
多
家

の
果
た
し
て
き
た
役
割
と
︑
諸
本
を
校
訂
・
考
証
す
る
明
法
博
士
と
し
て
の
勢
多
家
歴
代

当
主
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
と
し
た
い
︒
次
い
で
そ
う
し
た
勢
多
家
に
生
ま
れ
た
章
甫

の
経
歴
を
嘉
永
年
中
行
事
解
題
や
﹁
嘉
永
年
中
行
事
考
証
﹂
坤
︵
函
架
番
号
一
七
三
-
一
二

八
︶
の
巻
末
に
付
さ
れ
た
自
筆
の
﹁
履
歴
書
﹂
︵
以
下
︑
自
筆
履
歴
書
と
す
る
︶
等
を
手
が

か
り
に
︑
宮
内
省
に
お
け
る
彼
の
業
績
を
明
ら
か
に
し
て
い
き
た
い
︒
最
後
に
こ
れ
ら
勢

多
家
関
係
図
書
の
特
徴
を
明
ら
か
に
し
な
が
ら
︑
こ
れ
ら
の
図
書
寮
へ
の
移
管
や
献
納
の

経
緯
を
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
︒

一

勢
多
家
と
歴
代
当
主

勢
多
氏
は
法
家
中
原
氏
の
一
流
で
あ
り
︑
勢
多
は
そ
の
屋
号
で
あ
る
︒
勢
多
の
初
見
は

建
武
元
年
︵
一
三
三
四
︶
八
月
の
﹁
雑
訴
決
断
所
結
番
交
名
﹂
の
中
原
章
兼
の
肩
注
の

﹁
勢
多
大
夫
判
官
﹂
と
み
ら
れ
て
い
る
︒
ま
た
屋
号
の
い
わ
れ
は
︑
近
江
国
栗
太
郡
勢
多

庄
を
領
し
た
こ
と
に
よ
る
︒
同
家
が
頭
角
を
あ
ら
わ
し
て
く
る
の
は
室
町
中
期
以
降
で
あ

り
︑
以
後
︑
博
士
や
大
判
事
に
任
じ
ら
れ
︑
江
戸
期
に
入
り
︑
治
勝
︵
一
六
二
五
～
七
九
︶

が
延
宝
三
年
︵
一
六
七
五
︶
に
明
法
博
士
に
任
じ
ら
れ
て
以
降
︑
章
甫
に
至
る
ま
で
歴
代
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そ
の
職
を
得
て
い
る
︒
こ
の
よ
う
に
勢
多
氏
が
法
家
中
原
氏
の
嫡
流
た
る
地
位
を
得
た
の

は
室
町
中
期
頃
で
あ
り
︑
厳
密
な
意
味
で
博
士
家
と
な
っ
た
の
は
︑
江
戸
時
代
初
期
に
降

る
と
み
ら
れ
て
い
る(�
)

︒
当
部
で
蔵
す
る
勢
多
家
関
係
図
書
の
な
か
で
︑
奥
書
等
に
自
筆
署

名
等
が
見
ら
れ
る
一
番
古
い
人
物
は
治
勝
で
あ
り
︑
彼
は
﹁
勢
多
旧
記
﹂
︵
無
窮
会
図
書
館

神
習
文
庫
所
蔵
︶
の
な
か
の
﹁
中
原
家
書
付
﹂
に
そ
れ
ま
で
の
勢
多
家
の
歴
史
や
職
掌
を

書
き
遺
し
て
い
る(	
)

︒

江
戸
時
代
初
期
に
博
士
家
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
勢
多
家
で
あ
る
が
︑
章
甫
が
自

筆
履
歴
書
の
冒
頭
に
﹁
旧
検
非
違
使
幷
執
次
役
﹂
と
し
て
い
る
よ
う
に
︑
勢
多
家
の
当
主

は
代
々
検
非
違
使
と
執
次
に
任
じ
ら
れ
て
い
る
︒
検
非
違
使
と
執
次
の
関
係
に
つ
い
て
︑

彼
は
別
の
文
書
で
は
﹁
官
人
幷
御
内
儀
役
人
等
兼
帯
﹂
と
も
書
い
て
お
り
︑
﹁
官
人
﹂
︵
検

非
違
使
︶
と
﹁
御
内
儀
役
人
﹂
︵
執
次
︶
と
は
そ
れ
ぞ
れ
別
の
禄
が
支
給
さ
れ
る
場
合
が
あ

っ
た
と
し
︑
勢
多
家
の
場
合
は
﹁
本
職
禄
﹂
︵
検
非
違
使
︶
が
支
給
さ
れ
て
お
り
︑
御
内
儀

役
人
に
召
し
出
さ
れ
て
か
ら
五
代
の
間
は
﹁
給
禄
無
之
﹂
で
あ
っ
た
と
し
て
い
る(

)

︒
こ
の

よ
う
に
章
甫
に
と
っ
て
検
非
違
使(�
)

が
﹁
本
職
﹂
で
あ
り
︑
執
次
は
﹁
兼
帯
﹂
し
た
も
の
だ

っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
︒

江
戸
時
代
の
検
非
違
使
の
職
掌
は
下
橋
敬
長
に
よ
れ
ば
︑
正
月
七
日
の
北
陣
︵
罪
人
赦

免
の
儀
式
︶
︑
四
月
の
賀
茂
祭
で
路
次
警
衛
の
為
に
行
列
に
加
わ
っ
て
社
頭
へ
の
参
向
︑

改
元
定
の
翌
日
に
罪
人
の
赦
免
の
宣
告
等
に
従
事
す
る
程
度
で
あ
る
と
し
︑
勢
多
家
と
町

口
家
が
大
判
事
・
明
法
博
士
を
隔
代
に
務
め
た
と
す
る(�
)

︒
勢
多
家
の
検
非
違
使
︵
官
人
︶

と
し
て
の
詳
細
な
記
録
が
﹁
勢
多
家
記
﹂
と
﹁
職
掌
雑
記
﹂
で
あ
る(

)

︒
前
者
は
正
保
︵
一

六
四
四
︶
︑
明
暦
︵
一
六
五
五
︶
両
度
の
改
元
︑
慶
安
二
年
︵
一
六
四
九
︶
の
後
陽
成
院
三
三

回
聖
忌
︑
万
治
三
年
︵
一
六
六
〇
︶
の
後
光
明
院
七
回
聖
忌
︑
寛
文
六
年
︵
一
六
六
六
︶
の

後
陽
成
院
五
〇
回
聖
忌
︑
同
年
の
後
光
明
院
一
三
回
聖
忌
︑
享
保
十
八
年
︵
一
七
三
三
︶

の
東
山
院
二
五
回
聖
忌
に
お
け
る
赦
行
次
第
の
文
書
を
集
め
た
も
の
で
︑
こ
れ
ら
の
文
書

に
勢
多
家
で
は
治
卿
︵
治
勝
の
二
代
前
当
主
︑
一
五
九
〇
～
一
六
七
〇
︶
︑
治
勝
︑
章
堅
︵
治

勝
孫
︑
一
六
八
一
～
一
七
三
七
︶
の
名
前
が
見
え
て
い
る
︒
後
者
は
七
八
冊
︵
六
五
冊
に
合

冊
︶
の
大
部
な
も
の
で
︑
﹁
北
陣
幷
下
行
﹂
﹁
官
位
任
叙
﹂
﹁
官
位
次
第
﹂
﹁
賀
茂
祭
幷
下

行
﹂
﹁
別
当
廷
尉
佐
拝
賀
参
役
等
之
供
奉
﹂
﹁
御
触
之
部
﹂
﹁
雑
之
部
﹂
等
に
部
類
さ
れ
︑

元
禄
十
七
年
︵
一
七
〇
四
︶
か
ら
天
保
五
年
︵
一
八
三
四
︶
ま
で
を
編
年
し
て
お
り
︑
い
わ

ば
検
非
違
使
を
中
心
と
し
た
勢
多
家
の
地
下
官
人
と
し
て
の
記
録
を
集
成
し
た
と
い
う
べ

き
も
の
で
︑
章
武
︵
一
七
九
二
～
一
八
五
八(
)

︶
の
名
前
ま
で
見
え
て
い
る(
)

︒

10

11

一
方
︑
執
次
は
口
向
役
人
の
ひ
と
つ
で
あ
る
︒
羽
倉
敬
尚
に
よ
れ
ば
︑
口
向
と
は
﹁
生

計
の
意
で
︑
食
品
の
買
入
れ
・
調
理
か
ら
︑
広
く
住
居
の
掃
除
・
営
繕
︑
日
用
諸
用
度
・

会
計
ま
で
の
職
務
を
担
当
す
る
下
僚
役
人
﹂
を
口
向
役
人
と
称
し
︑
執
次
は
徳
川
幕
府
か

ら
派
遣
さ
れ
た
御
附
武
家
の
下
で
﹁
御
内
儀
諸
般
ノ
事
務
ヲ
総
轄
シ
︑
侍
分
以
下
ノ
進
退

黜
陟
ノ
事
ヲ
処
理
﹂
︵
松
浦
重
剛
﹁
侍
分
職
務
概
要
﹂
︶
し
た
と
す
る(
)

︒
下
橋
に
よ
れ
ば
︑
勢

12

多
以
下
一
二
家
が
執
次
を
務
め
る
︒
こ
の
役
は
女
官
の
執
次
で
長
橋
局
︵
勾
当
内
侍
︶
の

支
配
を
受
け
︑
ほ
と
ん
ど
家
来
同
様
の
取
り
扱
い
で
あ
る
が
︑
御
附
武
家
の
代
理
を
す
る

た
め
︑
御
内
儀
で
は
相
当
な
勢
力
が
あ
っ
た
と
す
る(
)
︒
13

執
次
の
職
掌
日
記
が
﹁
禁
裏
執
次
所
日
記
﹂
︵
函
架
番
号
Ｆ
一
〇
-
九
九
～
一
〇
七
︑
七
二

冊
︶
で
あ
る
︵
明
和
四
年
︵
一
七
六
七
︶
よ
り
弘
化
四
年
︵
一
八
四
七
︶
迄
を
収
め
る
︵
欠
年
あ

り
︶
︶
︒
一
方
︑
当
部
に
は
﹁
勢
多
章
純
日
記
抜
書
﹂
︵
函
架
番
号
二
五
二
-
一
五
五
︶
を
蔵
し

て
お
り
︑
延
宝
二
年
︵
一
六
七
四
︶
正
月
よ
り
貞
享
三
年
︵
一
六
八
六
︶
閏
三
月
︑
明
和
二

年
︵
一
七
六
五
︶
十
月
か
ら
天
明
五
年
︵
一
七
八
五
︶
九
月
迄
を
収
め
て
い
る
︒
両
者
が
重

な
る
年
次
は
多
く
な
い
が
︑
重
複
す
る
日
の
記
事
を
比
べ
て
み
る
と
︑
同
じ
文
書
を
引
き

写
し
て
い
る
よ
う
な
箇
所
が
あ
る
反
面
︑
同
じ
事
柄
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
て
い
る
に
も
か
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か
わ
ら
ず
︑
文
章
は
同
じ
で
は
な
い
箇
所
が
見
ら
れ
る
な
ど
︑
ど
ち
ら
か
を
書
写
し
た
よ

う
な
形
跡
は
見
え
な
い
︒
ま
た
﹁
勢
多
章
純
日
記
抜
書
﹂
の
外
題
や
内
題
に
﹁
御
日
記
抜

書
﹂
﹁
御
用
御
日
記
抜
書
﹂
と
あ
り
︑
記
事
の
日
付
の
下
に
は
﹁
勢
多
豊
前
守
﹂
や
﹁
町

口
大
判
事
﹂
と
い
っ
た
そ
の
日
の
当
番
と
み
ら
れ
る
名
前
が
見
え
る
の
に
対
し
︑
﹁
禁
裏

執
次
所
日
記
﹂
の
外
題
は
﹁
日
記
﹂
と
あ
り
︑
本
文
に
は
当
番
と
思
し
き
人
名
は
見
え
て

い
な
い
等
︑
体
裁
等
も
異
な
っ
て
い
る
︒
こ
の
よ
う
に
両
者
は
親
子
や
抄
出
と
い
っ
た
関

係
で
あ
っ
た
と
は
考
え
に
く
く
︑
別
々
に
作
成
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
︑

﹁
勢
多
章
純
日
記
抜
書
﹂
は
章
純
に
よ
る
執
次
の
職
務
日
誌
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
︒

た
だ
し
延
宝
二
年
か
ら
貞
享
五
年
の
部
分
は
章
純
︵
一
七
三
四
～
九
五
︶
の
生
ま
れ
る
以

前
の
治
勝
︑
章
成
︵
治
勝
の
子
︑
一
六
六
九
～
八
八
︶
が
活
躍
し
た
頃
の
も
の
で
あ
り
︑
記

事
も
や
や
簡
略
に
な
っ
て
い
る
︒
こ
の
な
か
で
延
宝
七
年
五
月
五
日
条
に
﹁
勢
多
大
判
事

死
去
﹂
と
治
勝
の
死
去
の
記
事
が
見
え
て
い
る
が
︵
章
成
は
一
一
歳
︶
︑
こ
う
し
た
表
記
の

仕
方
は
勢
多
家
関
係
者
に
よ
る
と
は
考
え
に
く
い
こ
と
か
ら
︑
少
な
く
と
も
こ
の
部
分
は

勢
多
家
以
外
の
記
録
を
書
写
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
︒

勢
多
家
の
当
主
は
執
次
を
務
め
る
と
と
も
に
︑
こ
れ
と
は
別
に
御
用
掛
と
し
て
特
定
の

業
務
を
任
じ
ら
れ
︑
そ
れ
ら
の
記
録
が
当
部
に
蔵
さ
れ
て
い
る
︵
別
表
�
︑
別
表
�
︶
︒
こ

の
な
か
で
大
部
な
の
は
章
純
の
二
つ
の
﹁
御
用
雑
記
﹂
︵
函
架
番
号
二
五
二
-
一
五
︵
二
二

冊
︶
︑
函
架
番
号
二
五
二
-
一
二
四
︵
四
八
冊
︶
︶
で
あ
り
︑
現
在
︑
こ
れ
ら
は
別
々
に
整
理
さ

れ
て
い
る
︒
こ
の
う
ち
二
二
冊
本
は
明
和
九
年
二
月
よ
り
天
明
二
年
十
二
月
迄
を
収
め
る

の
に
対
し
︑
四
八
冊
本
は
天
明
元
年
よ
り
寛
政
六
年
︵
一
七
九
四
︶
迄
を
収
め
る
︒
両
者

は
判
型
が
異
な
っ
て
い
る
も
の
の
︑
天
明
元
年
十
一
月
二
十
五
日
よ
り
同
年
十
二
月
朔
日

迄
の
記
事
が
重
複
し
て
お
り
︑
重
複
箇
所
の
内
容
は
一
致
し
て
い
る
部
分
が
多
い
︒
こ
れ

は
何
ら
か
の
理
由
で
︑
天
明
元
年
よ
り
新
た
に
冊
を
新
調
し
て
書
き
直
し
た
と
考
え
る
べ

き
で
︑
両
者
は
連
続
す
る
日
記
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
か
ろ
う
か
︒
な
お
四
八

冊
本
の
七
冊
目
に
あ
た
る
天
明
四
年
四
月
よ
り
六
月
迄
の
冊
に
収
め
ら
れ
た
天
明
四
年
六

月
十
八
日
条
で
章
純
が
﹁
女
一
宮
御
用
﹂
に
任
じ
ら
れ
た
記
事
が
見
え
︑
そ
の
冊
か
ら
外

題
に
﹁
女
一
宮
御
用
相
兼
﹂
と
付
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
︒
﹁
女
一
宮
﹂
は
後
桃
園
天
皇

︵
一
七
五
八
～
七
九
︶
皇
女
で
あ
る
欣
子
内
親
王
︵
一
七
七
九
～
一
八
四
六
︶
の
こ
と
で
︑
さ

ら
に
四
七
冊
目
の
寛
政
六
年
七
月
よ
り
九
月
迄
の
冊
か
ら
は
﹁
中
宮
御
所
御
用
相
兼
﹂
と

な
る
が
︑
こ
れ
は
欣
子
内
親
王
が
同
年
三
月
七
日
に
光
格
天
皇
︵
一
七
七
一
～
一
八
四
〇
︶

の
中
宮
に
冊
立
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
︒

ま
た
章
純
は
寛
政
度
の
内
裏
の
御
造
営
の
御
用
掛
に
も
任
じ
ら
れ
て
い
る
︒
天
明
八
年

正
月
三
十
日
に
内
裏
が
焼
亡
し
た
後
︑
復
古
様
式
で
内
裏
を
再
建
す
る
計
画
が
立
て
ら
れ

た
が
︑
こ
の
折
に
章
純
は
同
じ
く
執
次
で
あ
る
土
山
武
辰
︵
一
七
五
九
～
一
八
二
七
︶
と
と

も
に
御
指
図
御
用
掛
に
任
じ
ら
れ
た
︒
そ
の
記
録
が
﹁
造
内
裏
御
指
図
御
用
記
﹂
︵
函
架

番
号
一
七
五
-
八
七
︶
で
︑
天
明
八
年
四
月
七
日
の
御
用
掛
の
仰
せ
付
け
か
ら
︑
寛
政
四
年

十
月
ま
で
を
収
め
る(
)

︒
こ
の
日
記
は
職
務
日
誌
で
あ
る
た
め
に
︑
章
純
の
非
番
の
日
の
記

14

録
が
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
︑
そ
れ
を
補
完
す
る
も
の
と
し
て
土
山
の
同
種
の
日

記
︵
﹁
禁
裏
御
所
御
用
日
記
﹂
︵
国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
︶
︶
の
存
在
が
知
ら
れ
て
い
る(
)

︒
こ
の

15

よ
う
に
章
純
も
土
山
も
そ
れ
ぞ
れ
職
務
日
誌
を
つ
け
て
い
た
が
︑
当
番
の
日
の
み
の
記
述

と
い
う
こ
と
に
注
目
す
れ
ば
︑
こ
れ
ら
の
日
誌
は
私
的
に
つ
け
ら
れ
た
職
務
日
誌
と
み
る

こ
と
が
で
き
る
︒

こ
う
し
た
日
誌
は
章
純
の
子
で
あ
る
章
斐
︵
一
七
六
一
～
一
八
二
五
︶
も
遺
し
て
い
る
が
︑

そ
の
な
か
で
寛
宮
︵
恵
仁
親
王
︑
後
の
仁
孝
天
皇
︵
一
八
〇
〇
～
四
六
︶
︶
の
御
用
掛
を
長
く

務
め
て
お
り
︑
そ
の
記
録
と
し
て
﹁
寛
宮
御
降
誕
書
記
﹂
︵
函
架
番
号
一
七
五
-
一
九
︶
︑
﹁
寛

宮
御
用
雑
記
﹂
︵
函
架
番
号
二
五
二
-
一
八
︶
︑
﹁
恵
仁
親
王
恒
例
臨
時
御
用
留
﹂
︵
函
架
番
号
一
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七
五
-
一
五
︶
︑
﹁
恵
仁
親
王
立
坊
新
調
御
道
具
御
用
雑
記
﹂
︵
函
架
番
号
一
七
五
-
二
〇
︶
が
あ

り
︑
寛
政
十
一
年
よ
り
文
化
十
四
年
︵
一
八
一
七
︶
迄
が
収
め
ら
れ
て
い
る
︒
こ
れ
に
関

係
す
る
も
の
と
し
て
︑
当
部
で
は
内
題
に
章
斐
の
署
名
が
見
え
る
﹁
東
宮
御
用
旧
記
抜
書

︵
渡
辺
旧
記
︶
﹂
︵
函
架
番
号
二
五
二
-
二
三
︶
を
蔵
し
て
い
る
︒
内
容
は
桜
町
天
皇
︵
一
七
二
〇

～
一
七
五
〇
︶
と
後
桃
園
天
皇
の
皇
太
子
時
代
の
御
用
掛
の
記
録
と
み
ら
れ
る
︒
﹁
渡
辺
﹂

と
は
勢
多
家
と
同
じ
く
執
次
を
務
め
る
内
豎
の
渡
辺
家
の
こ
と
で
あ
ろ
う
か
︒
こ
れ
ら
の

内
題
に
﹁
東
宮
様
御
用
抜
書
﹂
﹁
東
宮
様
臨
時
御
用
抜
書
﹂
と
あ
り
︑
ま
た
内
容
も
﹁
恒

例
﹂
﹁
臨
時
御
所
方
﹂
﹁
関
東
武
家
﹂
﹁
摂
家
宮
方
﹂
と
分
類
さ
れ
て
お
り
︑
﹁
恵
仁
親
王
恒

例
臨
時
御
用
留
﹂
の
そ
れ
と
似
て
い
る
︒
お
そ
ら
く
章
斐
が
東
宮
の
御
用
掛
に
任
じ
ら
れ

る
の
に
際
し
て
︑
以
前
に
東
宮
御
用
掛
を
務
め
た
渡
辺
家
の
記
録
を
書
写
し
て
参
考
に
し

た
の
で
あ
ろ
う
︒
こ
の
よ
う
に
勢
多
家
の
御
用
の
記
録
の
み
な
ら
ず
︑
土
山
家
で
は
﹁
禁

裏
御
所
御
用
日
記
﹂
が(
)

︑
ま
た
渡
辺
家
で
も
﹁
東
宮
御
用
旧
記
抜
書
︵
渡
辺
旧
記
︶
﹂
の
よ

16

う
な
御
用
掛
の
記
録
が
作
成
さ
れ
た
と
こ
ろ
を
見
る
と
︑
こ
れ
ら
の
記
録
は
次
に
御
用
掛

に
任
じ
ら
れ
た
際
の
参
考
に
す
る
為
と
い
っ
た
側
面
が
あ
っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
︒

こ
の
他
に
女
院
御
所
︵
章
純
・
章
斐
︶
や
門
跡
寺
院
︵
章
斐
・
章
武
︶
に
関
わ
る
御
用
掛

に
任
じ
ら
れ
た
り
︑
章
甫
も
孝
明
天
皇
︵
一
八
三
一
～
六
七
︶
の
皇
女
で
あ
る
寿
万
宮
︵
一

八
五
九
～
六
一
︶
の
御
用
掛
を
務
め
る
な
ど
︑
以
後
の
当
主
た
ち
も
そ
れ
ぞ
れ
記
録
を
遺

し
て
い
る
︵
別
表
�
︶
︒

そ
の
一
方
で
勢
多
家
の
当
主
た
ち
は
明
法
家(
)

と
し
て
史
書
や
儀
式
書
等
の
校
訂
や
考
証

17

に
も
足
跡
を
残
し
て
い
る
︵
別
表
�
︶
︒

治
勝
の
印
と
奥
書
を
持
つ
も
の
と
し
て
は
︑
延
喜
式
︵
函
架
番
号
一
七
二
-
一
二
三
︶
や

拾
芥
抄
︵
函
架
番
号
一
〇
六
-
八
六
︶
が
あ
り
︑
こ
れ
ら
に
は
代
々
当
主
の
校
訂
が
見
え
る
︒

ま
た
政
事
要
略
︵
函
架
番
号
一
七
三
-
一
四
〇
︶
は
章
純
が
滋
野
井
公
麗
︵
一
七
三
三
～
八
一
︶

本
や
曽
我
部
本
を
書
写
し
た
も
の
で
︑
や
は
り
章
純
以
下
︑
章
武
︑
章
甫
の
書
き
込
み
を

持
ち
︑
同
書
の
写
本
研
究
で
注
目
さ
れ
て
き
た
本
で
あ
る(
)

︒
18

章
武
に
関
し
て
は
︑
公
家
と
の
古
典
籍
の
研
究
会
に
参
加
し
て
い
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ

て
い
る(
)

︒
﹁
定
功
日
記
﹂
︵
函
架
番
号
野
-
七
︶
天
保
十
三
年
︵
一
八
四
二
︶
八
月
二
日
条
に
︑

19未
許
︑
東
園
大
夫
来
臨
即
相
伴
︑
向
沢
村
出
雲
守
寿
栄
︹
検
非
違
使
︺
許
︑
勢
田
大

判
章
武
事
朝
臣
︹
検
非
違
使
也
︑
当
時
有
識
之
聞
人
也
︑
︺
︑
平
田
権
少
外
記
中
原
職

孚
︑
其
他
三
四
輩
同
在
座
︑
見
江
家
次
第
︹
第
一
巻
︺
︑
黄
昏
帰
宅
︑

と
あ
る
︒
こ
こ
に
見
え
る
沢
村
出
雲
守
寿
栄
︵
一
八
〇
八
～
？
︶
は
章
武
と
同
じ
く
執
次

で
あ
り
︑
ま
た
勢
多
家
関
係
図
書
に
あ
る
延
喜
式
の
校
訂
に
際
し
て
︑
二
条
家
本
を
斡
旋

し
た
人
物
で
あ
る
︒
こ
こ
で
章
武
は
野
宮
定
功
︵
一
八
一
五
～
八
一
︶
に
﹁
当
時
有
識
之

聞
人
﹂
と
評
さ
れ
て
い
る
︒
佐
竹
朋
子
に
よ
れ
ば
︑
寿
栄
の
も
と
で
の
勉
強
会
は
江
家
次

第
の
あ
と
︑
令
義
解
︑
北
山
抄
︑
延
喜
式
と
続
い
た
と
し
て
い
る
︒
こ
の
他
に
同
日
記
天

保
十
四
年
十
二
月
九
日
条
に
も
︑
定
功
が
中
山
忠
能
︵
一
八
〇
九
～
八
八
︶
邸
で
東
坊
城

聡
長
︵
一
七
九
九
～
一
八
六
一
︶
や
勢
多
章
武
と
類
聚
国
史
の
校
合
を
は
じ
め
た
記
事
が
見

え
︑
こ
こ
で
も
定
功
は
章
武
の
こ
と
を
﹁
識
達
人
﹂
と
評
し
て
お
り
︑
章
武
は
当
時
の
公

卿
か
ら
︑
沢
村
寿
栄
と
も
ど
も
儀
式
や
国
史
に
精
通
し
た
人
物
と
し
て
評
価
を
受
け
て
い

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
︒

以
上
︑
当
部
に
蔵
さ
れ
て
い
る
勢
多
家
関
係
図
書
を
中
心
に
︑
治
勝
か
ら
章
武
ま
で
見

て
き
た
︒
そ
れ
に
よ
る
と
勢
多
家
は
地
下
官
人
と
し
て
は
検
非
違
使
に
任
じ
ら
れ
る
家
で
︑

そ
の
職
務
は
正
月
の
北
陣
︑
賀
茂
祭
︑
改
元
等
の
際
の
赦
行
儀
式
へ
の
参
列
等
で
あ
っ
た
︒

口
向
役
人
と
し
て
は
︑
内
儀
と
の
連
絡
役
を
務
め
る
執
次
に
任
じ
ら
れ
る
家
で
あ
り
︑
そ

れ
に
加
え
て
皇
族
の
御
世
話
や
内
裏
の
御
造
営
︑
御
邸
の
管
理
を
行
う
御
用
掛
に
任
じ
ら

れ
た
︒
そ
し
て
執
次
・
御
用
掛
に
就
く
と
記
録
を
残
し
︑
次
の
御
用
掛
の
任
命
に
備
え
た
︒
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台帳
番号

函架
番号 書　名 冊数 備　考 図書録

目録
明治 16
年リスト

31511 173-115 朝野群載 21 勢多蔵書印。文政の頃の奥書あり。 乙 あり
31518 173-133 仮名装束鈔 1 勢多章武校。勢多印。 乙 あり
67970 171-330 儀式 5 章武により文化 9年書写、天保 15 年、嘉永 2・4年に校合。勢多蔵書印。 乙 あり
31522 173-106 法曹至要抄 2 勢多蔵書印。章甫の書き入れあり。 乙 あり
31527 173-103 新抄格勅符巻 10 1 勢多蔵書印。明治 7年 11 月 24 日付の章甫の奥書あり。 乙 あり
31529 173-137 小野宮年中行事 1 勢多蔵書印。「甫考」あり。奥書に天保 10 年書写、翌年 8月一校（章武）。 乙 あり
31530 173-138 九条年中行事 1 勢多蔵書印。章武が天保 10 年に梨陰先生の本を書写して翌年 8月 1日に校

合。
乙 あり

31531 173-139 内裏式 1 勢多蔵書印。章甫が嘉永 7年仲秋、安政 5年（1858）に祢本と校合。 乙 あり
31535 173-140 政事要略 23 勢多蔵書印。章純が滋野井公麗本、曽我部本を書写。章純、章武、章甫の

書き入れ、奥書あり。
乙 あり

31567 274-440 喪制雑例 8 勢多蔵書印。明治元年 12 月の前書き（第 1冊目表紙裏）あり。4冊目に天
保 12 年正月 28 日・9月 2日の章武の奥書。慶応 3年正月 20 日の章甫の奥
書。

乙 あり

31568 273-122 続日本後紀 5 勢多蔵書印。章武による奥書あり。沢村寿栄の校訂本の奥書あり。一条家
本や三条西本で校訂。

乙 あり

31603 B6-550 雲図抄 1 勢多蔵書印。 乙 あり
31659 260-52 中右記 6 勢多蔵書印。 甲 あり
31663 175-365 江談抄 2 勢多蔵書印。勢多家以前の旧蔵者の蔵書印抹消。旧蔵者の奥書（明和 9年

10 月に七条隆房（1746～73）が山井兼敦（1739～89）の本を書写）。
甲 あり

31664 257-119 康富記応永 8～康
正元

10 勢多蔵書印。勢多家以前の旧蔵者の蔵書印抹消。 甲 あり

31665 257-118 康富記応永 29～
宝徳 3

6 勢多蔵書印。慶応 2～3年章甫写。 甲

31669 257-122 天暦御記 1 勢多蔵書印。奥書に安政 3年 12 月常盤御所にて書写。 甲 あり
31670 257-121 土左記 1 勢多蔵書印。奥書に六条家本を書写。 甲 あり
31671 257-120 九記 1 勢多蔵書印。 甲 あり
31672 257-123 貞信公記 1 勢多蔵書印。安政 3年浜嶋等庭（1747～1821）本を書写。 甲 あり
31674 257-124 日本逸史 20 勢多蔵書印。山田以文、勢多章武一書あり（天保 11 年・14 年）。 甲 あり
31675 175-367 北山抄 10 勢多蔵書印。勢多章武・章甫一書あり。①弘化 3年 9月 23 日一校（章武）、

②文化 8年 8月に内豎渡辺家の写本で補写（章武）、弘化 3年 9月 26 日
（不明）、③～⑤弘化 4年（不明）、⑥⑦弘化 4年（章甫）、⑧嘉永 2年 9月
29 日（章武）、⑨嘉永元年（章甫）。⑩文化 10 左大夫尉、天保 8年（範武）、
嘉永元年野宮家古写本で校訂（章甫）。

甲 あり

31676 106-86 拾芥抄 6 勢多章甫一書あり。治勝奥書と印あり。②嘉永 3年 11 月 26 日山田家所伝
古本で一校（章武）。④安政 5年 5月 22 日（章武）。⑥安政 5年 8月 17 日
（不明）。

甲 あり

31677 175-543 本朝月令 1 勢多蔵書印。明治 3年 5月 5日（章甫）。 甲 あり
31679 171-279 類聚三代格 9「家世明法儒中原氏図書」印抹消。①天保 14 年 11 月 21 日（章武）、嘉永 4

年 7月 4日（藍書、不明）。③天保 14 年 11 月 4 日（章武）、嘉永 4年 8月
22 日（藍書、不明）。④天明 5年 5月（章純）、弘化 3年 8月 20 日（章武）。
⑤天保 15 年 2 月（章武）、嘉永 4年 9月 3日（藍書、不明）、安政 5年 4月
27 日（章甫）。⑦天保 15 年 9 月 21 日（章武）。⑧天保 15 年 5 月 11 日（章
武）。⑫嘉永 4年 8月 11 日・同 6年 10 月 13 日（藍書、不明）、安政 5年 4
月 28 日（章甫）。⑮奥書なし。⑯嘉永 5年 3月（章武）。

甲 あり

31681 109-505 延喜式神名帳頭註 1 勢多蔵書印。 甲 あり
31682 117-140 和名類聚抄 4 勢多蔵書印。 甲 あり
31686 171-280 交替式 1 勢多蔵書印。勢多章武書き入れあり。安政 3年 12 月 1 日（章甫）。 甲 あり
31687 175-458 貴嶺問答 1 勢多蔵書印。奥書なし。 甲 あり
31688 171-281 法曹類林 1 勢多蔵書印。嘉永 4年章甫書写。 甲 あり
31689 171-282 法曹類林 1 勢多蔵書印。奥書なし。 甲 あり
31690 171-283 法曹類林 1「勢多蔵書之印」（章武の印か）あるも抹消なし。章純印あり。勢多章武書

き入れあり。嘉永 4年 8月（藍書、不明）。
甲 あり

31705 172-123 延喜式 49 勢多蔵書印。治勝、章純、章斐、章武、章甫の書き込み、奥書あり。 甲 あり
31706 257-125 日本文徳天皇実録 5 勢多蔵書印。①天保 13 年 10 月（章武）。②天保 13 年 10 月（章武）。③天

保 13 年 11 月（章武）。④天保 14 年正月（章武）。⑤天保 14 年 4 月「阿州
別駕藤君校本一校」（章武）。弘化 2年 2月 14 日「神楽岡一校」（章武）。

甲 あり

31707 257-132 日本三代実録 20 勢多蔵書印。天保 14 年～弘化 2年 11 月（章武）。⑳阿波介以文手沢本にて
校訂とあり。

甲 あり

31708 171-285 令集解 34「中原章純印」「家世明法儒中原氏図書」印あり。天保 5年 10 月～9年 7月
まで難波宗建（1697～1768）卿本（玄蕃権助兼近江守源晋（福井晋カ）所
蔵）にて校訂（章武）。文政 3年に①④⑫㉔35は壬生以寧（1793～1847）本
にて校訂（章武）。安政 6年 5月 1日より万延元年 4月 9日迄菊亭本にて校
訂（章甫）。天明 5年 2月久我本を傭写（章純）。現在は 34 冊であるが、奥
書によれば 36 冊とある。また章純による別冊目録あり。

甲 あり

31725 257-126 古事談 6 勢多蔵書印。 甲 あり
31704 257-127 略録 56 勢多蔵書印。江戸末期に勢多家にて編纂されたものか。安政 3年 9月の年

紀を持つ紙背文書に「勢多大判事」と見える。章甫が大判事を兼ねるのは
安政 6年であるので、ここに見える大判事は章武。天長 7年より天正 16 年
迄の薨卒、天変地異、任官、謀反等の記事を国史、古記録等を引き写し、
編年したもの。①に「略歴総計五十六冊明治十一年五月卅一日」とある紙
片が 1丁目の前に綴じ込まれている。

甲 あり

(別表 1）大正 7年式部職移管本



一
方
︑
代
々
の
当
主
は
明
法
家
と
し
て
︑
史
書
や
儀
式
書
等
に
校
訂
を
加
え
︑
徐
々
に
そ

の
蔵
書
の
量
と
質
を
高
め
︑
﹁
識
達
人
﹂
と
公
卿
か
ら
評
価
さ
れ
る
よ
う
な
人
物
も
輩
出

し
た
︒
こ
の
よ
う
に
勢
多
氏
は
朝
廷
の
生
活
を
支
え
る
実
務
に
従
事
す
る
と
と
も
に
︑
諸

本
の
校
訂
等
︑
古
典
の
研
究
を
通
し
て
朝
廷
の
諸
制
度
の
実
務
と
歴
史
に
精
通
し
て
い
く

の
で
あ
る
︒

二

章
甫
の
履
歴
と
業
績

章
甫
は
天
保
元
年
に
生
ま
れ
︑
同
七
年
に
左
衛
門
大
志
に
︑
安
政
四
年
︵
一
八
五
七
︶

に
執
次
に
任
じ
ら
れ
︑
翌
年
正
月
に
明
法
博
士
︑
三
月
に
大
判
事
を
兼
任
す
る
︒
安
政
六

年
に
孝
明
天
皇
︵
一
八
三
一
～
六
六
︶
の
皇
女
で
あ
る
富
貴
宮
︵
一
八
五
八
～
五
九
︶
︑
次
い

で
文
久
元
年
︵
一
八
六
一
︶
に
は
同
じ
く
寿
万
宮
の
御
用
掛
に
な
る
が
︑
寿
万
宮
の
場
合

は
︑
宮
の
御
不
例
に
際
し
て
﹁
加
勢
﹂
と
い
う
形
で
御
用
掛
に
任
じ
ら
れ
︑
﹁
宝
蓮
華
院

宮
御
凶
事
記
﹂
を
遺
し
た
︒
明
治
元
年
︵
一
八
六
八
︶
十
月
二
十
八
日
に
皇
学
所
御
用
掛

に
︑
こ
れ
が
京
都
学
校
に
な
っ
た
後
も
御
用
掛
を
務
め
︑
明
治
三
年
八
月
に
同
校
が
廃
さ

れ
る
ま
で
︑
同
掛
を
務
め
た
︒
そ
し
て
同
年
十
一
月
に
地
下
位
階
が
廃
さ
れ
る
こ
と
に
な

り
︵
以
上
︑
自
筆
履
歴
書
︶
︑
正
五
位
上
明
法
博
士
兼
大
判
事
と
い
う
地
下
官
人
の
地
位
を

失
う
︒

明
治
政
府
設
立
後
︑
公
卿
は
政
府
高
官
に
召
し
抱
え
ら
れ
た
り
︑
そ
れ
以
外
で
も
華
族

に
組
み
込
ま
れ
る
な
ど
の
政
府
か
ら
の
保
護
が
あ
っ
た
が
︑
そ
れ
ま
で
朝
廷
に
仕
え
て
い

た
官
人
や
仕
人
︑
公
卿
の
諸
大
夫
等
に
は
そ
う
し
た
恩
典
を
受
け
る
こ
と
な
く
困
窮
す
る

者
も
少
な
く
な
か
っ
た
︒
彼
ら
の
多
く
は
士
族
に
編
入
さ
れ
た
が
︑
武
家
出
身
の
士
族
と

は
行
動
様
式
や
生
活
習
慣
も
異
な
り
︑
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
京
都
出
身
と
い
う
特
徴
を
持
っ

て
い
た
こ
と
か
ら
︑
武
家
出
身
と
区
別
し
て
﹁
官
家
士
族
﹂
と
呼
称
さ
れ
た(
)

︒
章
甫
も
こ

20

う
し
た
官
家
士
族
の
一
人
で
︑
明
治
四
年
に
京
都
府
よ
り
士
族
触
頭
に
任
じ
ら
れ
て
い
た

り(
)

︑
明
治
十
四
年
一
月
八
日
に
は
大
蔵
省
に
官
金
拝
借
願
を
京
都
府
に
提
出
し
て
い
る
こ

21と
か
ら
︑
明
治
に
入
っ
て
か
ら
も
京
都
に
居
住
し
て
い
た
と
み
ら
れ
る
︒
官
金
拝
借
願
の

な
か
で
﹁
知
行
高
被
廃
候
ニ
付
祖
先
数
代
世
襲
ノ
廉
消
亡
致
候
而
巳
ナ
ラ
ス
減
禄
ニ
相
成

候
ヨ
リ
負
債
ノ
為
メ
財
産
悉
ク
蕩
費
致
シ
生
活
ノ
道
ヲ
失
ヒ
貧
困
ニ
陥
﹂
っ
て
い
る
と
あ

る
こ
と
か
ら
︑
知
行
廃
止
後
に
生
活
が
困
窮
し
た
こ
と
が
う
か
が
え
る(
)

︒
こ
の
願
は
聞
き

22

入
ら
れ
な
か
っ
た
が
︑
同
年
五
月
に
京
都
府
よ
り
御
陵
掌
︵
高
畠
陵
︶
に
任
じ
ら
れ
た(
)

︒
23

明
治
十
六
年
九
月
に
宮
内
省
京
都
支
庁
が
設
置
さ
れ
︑
京
都
御
所
の
﹁
保
存
及
旧
儀
再

興
且
近
畿
御
陵
墓
事
務
諸
社
山
陵
奉
幣
幷
皇
族
華
族
ニ
関
ス
ル
事
務
取
扱
等
﹂
を
掌
る
こ

と
と
な
っ
た
が
︑
こ
れ
は
岩
倉
具
視
︵
一
八
二
五
～
八
三
︶
の
﹁
皇
宮
保
存
ノ
意
見
﹂
が

具
現
化
さ
れ
た
も
の
で(
)

︑
こ
の
な
か
に
は
後
に
章
甫
が
担
当
す
る
﹁
賀
茂
男
山
両
祭
旧
儀

24

式
ノ
事
﹂
や
章
甫
が
そ
れ
ま
で
従
事
し
て
い
た
陵
墓
の
管
理
も
﹁
全
国
陵
墓
掌
丁
宮
内
省

ニ
属
ス
ル
事
﹂
と
し
て
盛
り
込
ま
れ
て
い
た
︒
京
都
支
庁
で
は
﹁
旧
堂
上
非
蔵
人
官
人
口

向
及
諸
大
夫
坊
官
六
位
侍
幷
諸
家
︵
割
注
略
︶
旧
家
来
﹂
を
殿
掌
・
殿
部
・
殿
丁
に
採
用

す
る
こ
と
と
な
り(
)
︑
困
窮
し
て
い
た
官
家
士
族
が
職
を
得
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
︒

25

章
甫
も
御
陵
掌
の
職
を
辞
し
て(
)

︑
京
都
支
庁
庶
務
課
御
用
掛
に
任
じ
ら
れ
︑
翌
年
︑
賀
茂

26

男
山
祭
御
再
興
御
用
掛
に
任
じ
ら
れ
る
が(
)

︑
明
治
十
九
年
二
月
に
宮
内
省
京
都
支
庁
は
廃

27

さ
れ
︑
宮
内
省
主
殿
寮
京
都
出
張
所
に
縮
小
さ
れ
た
際
に
︑
彼
は
非
職
と
な
っ
て
い
る(
)

︒
28

同
年
十
一
月
五
日
に
章
甫
は
宮
内
省
で
﹁
京
都
表
典
故
儀
式
等
沿
革
取
調
﹂
を
嘱
託
さ

れ
︑
図
書
寮
に
て
﹁
装
束
ノ
沿
革
﹂
﹁
京
都
御
所
﹂
﹁
宮
殿
幷
御
錺
附
﹂
を
調
査
し
︑
﹁
編

集
ノ
体
裁
ハ
本
文
下
ニ
引
書
ヲ
附
ス
ヘ
シ
﹂
と
す
る
業
務
に
就
い
た(
)

︒
29

｢
装
束
ノ
沿
革
﹂
に
関
し
て
は
︑
嘉
永
年
中
行
事
解
題
に
﹁
装
束
沿
革
稿
﹂
﹁
廷
尉
装
束

（ 85 ）



抄
﹂
﹁
女
官
衣
服
沿
革
﹂
が
見
え
る
が
︑
こ
れ
ら
が
そ
の
業
績
の
一
部
で
あ
ろ
う
か(
)

︒
30

｢
京
都
御
所
﹂
に
関
し
て
は
︑
章
甫
の
曽
祖
父
に
あ
た
る
章
純
が
寛
政
度
の
内
裏
再
建

に
際
し
て
御
用
掛
を
務
め
て
い
た
ほ
か
︑
章
甫
自
身
も
執
次
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
精
通
し

て
い
た
と
み
ら
れ
︑
﹁
宮
殿
調
度
沿
革
﹂
︵
函
架
番
号
四
五
五
-
一
三
九
︶
を
著
し
て
い
る(
)

︒
31

本
書
の
外
題
は
﹁
宮
殿
調
度
沿
革
﹂
と
あ
る
も
の
の
︑
内
題
は
﹁
宮
殿
幷
調
度
沿
革
﹂
と

な
っ
て
い
る
︒
そ
し
て
先
帝
御
事
蹟
取
調
掛
印
が
捺
さ
れ
て
い
る
と
と
も
に
︑
﹁
孝
明
天

皇
御
事
蹟
取
調
録
﹂
一
︵
識
別
番
号
六
四
四
〇
-
一
︶
に
収
め
ら
れ
た
﹁
謄
写
書
類
目
録
﹂

に
同
書
が
見
え
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
﹃
孝
明
天
皇
紀
﹄
の
編
纂
に
利
用
さ
れ
た
こ
と
が
分

か
る
︒
な
お
︑
本
書
は
明
治
二
十
八
年
八
月
三
日
に
章
甫
の
自
筆
本
を
先
帝
御
事
蹟
取
調

掛
で
書
写
し
た
旨
の
奥
書
が
あ
る
の
で
︑
章
甫
の
自
筆
で
は
な
い
︒
明
治
二
十
七
年
の

﹁
緒
言
﹂
に
よ
れ
ば
︑
章
甫
が
宮
内
省
支
庁
に
勤
務
し
て
い
た
明
治
十
七
年
春
に
︑
﹁
京
都

ノ
宮
殿
外
国
人
等
可
為
縦
覧
之
由
達
﹂
が
あ
っ
た
が
︑
章
甫
は
外
国
人
へ
の
対
応
に
つ
い

て
︑
﹁
常
ニ
殿
部
等
ノ
疎
漏
ヲ
歎
息
﹂
し
て
い
た
こ
と
か
ら
︑
こ
の
冊
子
を
作
成
し
︑
殿

掌
候
所
に
備
え
る
こ
と
と
し
た
と
あ
る
︒
体
裁
は
古
記
録
や
儀
式
書
等
を
引
用
し
て
︑
宮

殿
や
調
度
の
沿
革
を
解
説
し
た
も
の
で
あ
る
︒

｢
宮
殿
幷
御
錺
附
﹂
に
つ
い
て
は
︑
﹁
安
政
御
造
営
記
﹂
︵
函
架
番
号
四
五
五
-
八
三
︶
を
著

し
て
い
る
︒
こ
の
本
は
奥
書
等
は
な
い
も
の
の
︑
章
甫
自
筆
の
も
の
と
み
ら
れ
る
︒
こ
れ

も
先
帝
御
事
蹟
取
調
掛
印
が
捺
さ
れ
︑
﹁
謄
写
書
類
目
録
﹂
に
見
え
て
い
る
こ
と
か
ら
︑

﹃
孝
明
天
皇
紀
﹄
の
編
纂
に
利
用
さ
れ
た
こ
と
が
分
か
る(
)

︒
本
書
の
構
成
は
︑
﹁
内
裏
を
拝

32

見
せ
し
様
を
左
に
記
す
べ
し
﹂
と
あ
り
︑
ま
ず
内
裏
を
概
観
し
た
後
︑
紫
宸
殿
以
下
そ
れ

ぞ
れ
の
建
物
の
棚
︑
障
子
︑
杉
戸
等
に
描
か
れ
た
絵
や
和
歌
等
に
つ
い
て
詳
述
し
た
も
の

で
あ
る
︒
書
名
に
﹁
御
造
営
記
﹂
と
あ
る
も
の
の
︑
御
造
営
の
経
緯
に
つ
い
て
の
記
述
は

な
い
︒

こ
れ
ら
と
前
後
し
て
︑
章
甫
は
﹁
嘉
永
年
中
行
事
﹂
︵
函
架
番
号
一
七
三
-
一
二
七
︶
︑
﹁
嘉

永
年
中
行
事
考
証
﹂
︵
函
架
番
号
一
七
三
袞
一
二
八
︶
を
著
し
て
い
る
︒
﹁
嘉
永
年
中
行
事
﹂

は
二
つ
の
緒
言
を
持
ち
︑
明
治
二
十
一
年
二
月
の
も
の
に
は
︑
﹁
頃
日
幸
ニ
某
ア
リ
︒

先
朝
ノ
年
中
行
事
ヲ
編
修
シ
︑
之
ヲ
世
ニ
伝
ヘ
ン
事
ヲ
請
ヘ
リ
︒
予
素
ヨ
リ
微
臣
ナ
リ
ト

雖
モ
︑
常
ニ
宮
門
ニ
翺
翔
シ
テ
︑
聊
見
聞
セ
シ
事
ナ
キ
ニ
非
ス
︒
サ
レ
ハ
予
喜
ン
テ
某
ノ

需
ニ
応
セ
リ
︒
予
窃
ニ
考
ニ
︑

先
朝
ノ
在
位
長
カ
ラ
サ
ル
ニ
非
ス
︒
安
政
年
間
ニ
至
ツ

テ
ハ
︑
内
外
ノ
事
多
端
ニ
シ
テ
︑
亦
タ
沿
革
ナ
キ
ニ
非
ス
︒
因
テ
嘉
永
年
間
ヲ
以
テ
起
草

シ
︑
彼
ノ
禁
裏
年
中
行
事
ヲ
基
礎
ト
ナ
シ
︑
或
ハ
古
老
ニ
問
ヒ
︑
或
ハ
記
録
ニ
攷
ヘ
︑
古

今
ノ
沿
革
ヲ
校
正
シ
︑
以
テ
一
小
冊
ヲ
作
レ
リ
﹂
と
あ
り
︒
﹁
某
﹂
か
ら
﹁
先
朝
ノ
年
中

行
事
ヲ
編
修
シ
︑
之
ヲ
世
ニ
伝
ヘ
ン
事
ヲ
請
ヘ
リ
﹂
と
の
す
す
め
が
あ
っ
た
こ
と
が
執
筆

の
契
機
と
な
っ
た
と
す
る
︒
実
際
︑
彼
は
﹁
常
ニ
宮
門
ニ
翺
翔
シ
テ
︑
聊
見
聞
セ
シ
事
ナ

キ
ニ
非
ス
﹂
と
あ
る
よ
う
に
︑
執
次
と
し
て
宮
中
の
諸
事
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
か
ら
︑

執
筆
す
る
こ
と
を
決
め
た
の
で
あ
ろ
う
︒
さ
て
こ
の
﹁
某
﹂
に
つ
い
て
は
不
明
で
あ
る
が
︑

彼
の
明
治
以
前
の
経
歴
を
知
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
実
で
あ
る
︒
内
容
的
に
は
安
政

年
間
は
﹁
内
外
ノ
事
多
端
﹂
で
あ
っ
た
た
め
に
︑
そ
れ
以
前
の
嘉
永
年
間
を
基
準
に
し
て
︑

﹁
或
ハ
古
老
ニ
問
ヒ
︑
或
ハ
記
録
ニ
攷
へ
﹂
た
と
し
て
い
る
が
︑
諸
書
を
引
用
す
る
形
態

は
と
っ
て
い
な
い
︒

一
方
︑
明
治
二
十
三
年
九
月
の
緒
言
に
は
﹁
嘉
永
年
中
行
事
﹂
は
﹁
材
料
ニ
乏
ク
口
碑

ニ
伝
フ
ル
ノ
ミ
︒
故
ニ
今
近
世
ノ
記
録
ニ
照
シ
漸
ク
完
全
ス
ル
コ
ト
ヲ
得
タ
リ
︒
因
テ
前

書
ヲ
更
正
シ
考
証
ヲ
附
﹂
す
と
あ
り
︑
﹁
嘉
永
年
中
行
事
﹂
が
﹁
口
碑
﹂
に
よ
る
だ
け
の

も
の
な
の
で
︑
﹁
近
世
ノ
記
録
﹂
を
照
ら
し
て
︑
﹁
完
全
ス
ル
﹂
こ
と
が
出
来
た
と
す
る
︒

こ
れ
が
﹁
嘉
永
年
中
行
事
考
証
﹂
で
あ
り
︑
こ
ち
ら
の
体
裁
は
諸
書
の
引
用
か
ら
な
り
︑

そ
の
引
用
書
目
も
江
戸
期
の
記
録
の
み
な
ら
ず
︑
国
史
や
延
喜
式
︑
小
右
記
以
下
の
法
制
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書
や
古
記
録
等
と
幅
広
く
な
っ
て
お
り
︑
儀
式
の
沿
革
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
︒

こ
れ
ら
﹁
嘉
永
年
中
行
事
﹂
﹁
嘉
永
年
中
行
事
考
証
﹂
は
章
甫
の
自
筆
と
み
ら
れ
る
が
︑

大
正
八
年
︵
一
九
一
九
︶
式
部
職
か
ら
図
書
寮
に
移
管
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
完
成
後

に
式
部
職
に
提
出
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
︒

章
甫
は
明
治
二
十
六
年
五
月
に
﹁
省
費
御
節
減
ノ
旨
趣
ヨ
リ
シ
テ
不
得
已
﹂
嘱
託
を
一

旦
解
か
れ
た
が
︑
そ
の
際
に
﹁
先
朝
紀
略
編
纂
ニ
従
事
為
致
﹂
と
あ
り
︑
そ
の
進
捗
状
況

は
﹁
天
保
二
年
ヨ
リ
元
治
元
年
迄
三
十
四
年
間
巻
数
五
冊
分
編
纂
既
了
︑
今
僅
ニ
三
年
分

ヲ
編
纂
候
得
ハ
全
部
成
功
致
候
﹂
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
︑
六
ヶ
月
の
編
纂
の
延
長
が
認

め
ら
れ
た(
)

︒
﹁
先
朝
紀
略
﹂
は
章
甫
の
編
纂
に
よ
る
孝
明
天
皇
の
全
六
冊
の
御
伝
記
で
あ

33

る
が
︑
五
冊
ま
で
が
明
治
二
十
六
年
五
月
迄
に
完
成
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
︒
章
甫

の
業
務
に
﹁
京
都
表
典
故
儀
式
等
沿
革
取
調
﹂
に
孝
明
天
皇
の
御
伝
記
︵
﹁
先
朝
紀
略
﹂
︶

の
編
纂
が
加
わ
っ
た
こ
と
に
な
る
が
︑
こ
の
こ
と
は
彼
が
﹁
京
都
表
典
故
儀
式
等
沿
革
取

調
﹂
の
な
か
で
安
政
度
内
裏
や
嘉
永
期
の
年
中
行
事
の
調
査
を
進
め
た
こ
と
と
と
も
に
︑

孝
明
天
皇
の
御
在
位
中
に
執
次
や
御
用
掛
と
し
て
皇
族
の
御
生
活
を
支
え
て
い
た
こ
と
を

考
え
れ
ば
︑
自
然
な
こ
と
で
あ
っ
た
と
み
ら
れ
る
︒

当
部
で
は
﹁
先
朝
紀
略
﹂
を
二
部
蔵
し
て
い
る
︵
識
別
番
号
七
三
九
九
二
～
九
七
︵
旧
函

架
番
号
五
一
五
-
三
五
︶
︑
識
別
番
号
七
二
七
三
九
～
四
四
︵
旧
函
架
番
号
四
五
五
-
一
︶
︶
︒
両
者

と
も
宮
内
省
一
三
行
罫
紙
が
使
用
さ
れ
て
い
る
︒
前
者
は
巻
六
以
外
の
奥
に
﹁
図
書
寮
御

系
譜
課
﹂
と
あ
り
︑
巻
六
に
朱
や
貼
紙
に
よ
る
訂
正
が
あ
る
こ
と
か
ら
稿
本
で
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る(
)

︒
一
方
︑
後
者
は
紙
の
帙
に
﹁
先
朝
紀
略
六
冊
﹂
﹁
図
書
寮
編
纂
﹂
と
あ
り
︑

34

こ
ち
ら
は
清
書
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
か
︒

本
書
の
編
纂
は
明
治
二
十
二
年
頃
に
東
京
で
執
筆
が
は
じ
ま
り(
)

︑
明
治
二
十
六
年
に
軽

35

度
の
脳
卒
中
を
患
っ
た
後
は
京
都
に
戻
り
療
養
と
執
筆
を
続
け
た
よ
う
で
あ
り
︑
章
甫
の

没
後
︑
明
治
二
十
九
年
十
二
月
十
九
日
に
図
書
頭
都
筑
馨
六
よ
り
宮
内
大
臣
土
方
久
元
に

提
出
さ
れ
た(
)

︒
36

引
用
史
料
に
つ
い
て
秋
元
信
英
は
収
載
し
て
い
る
史
料
の
範
囲
が
狭
く
︑
橋
本
実
久

︵
一
七
九
〇
～
一
八
五
七
)
・
実
麗
︵
一
八
〇
九
～
八
二
︶
の
二
代
の
日
記
が
根
幹
で
あ
り
︑

そ
の
他
に
は
﹁
言
渡
﹂
が
引
用
さ
れ
て
い
る
と
す
る(
)

︒
﹁
言
渡
﹂
は
議
奏
の
取
り
次
い
だ

37

文
書
や
諸
事
を
記
録
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
が
︑
先
帝
御
事
蹟
取
調
掛
が
明
治
二
十
四
年

七
月
に
旧
儀
式
取
調
掛
か
ら
借
用
し
て
い
る
の
で(
)

︑
そ
れ
を
利
用
し
た
と
思
わ
れ
る
︒

38

橋
本
家
の
日
記
に
つ
い
て
は
同
家
の
蔵
書
が
図
書
寮
に
献
納
さ
れ
る
の
は
昭
和
十
二
年

︵
一
九
三
七
︶
で
あ
る
た
め(
)

︑
当
時
図
書
寮
で
は
橋
本
家
の
蔵
書
を
蔵
し
て
い
な
か
っ
た
︒

39

お
そ
ら
く
図
書
寮
を
通
じ
て
橋
本
家
所
蔵
の
日
記
を
参
照
し
必
要
部
分
を
蒐
集
し
た
の
で

あ
ろ
う
︒
な
お
﹁
橋
本
実
麗
日
記
﹂
は
﹁
思
ひ
の
儘
の
記
﹂
の
巻
末
に
も
︑
﹁
和
宮
御
縁

組
一
件
﹂
と
し
て
︑
そ
の
抄
出
が
付
さ
れ
て
い
る
︒
こ
れ
と
本
書
の
引
用
部
分
を
比
較
し

て
み
る
と
︑
重
複
す
る
記
事
は
五
箇
所
に
す
ぎ
ず
︑
こ
の
他
に
重
複
す
る
日
の
記
事
で
も
︑

﹁
先
朝
紀
略
﹂
で
は
﹁
橋
本
実
麗
日
記
﹂
を
引
用
せ
ず
に
他
の
史
料
を
引
用
し
て
い
る
箇

所
が
見
ら
れ
る
︒
こ
う
し
た
引
用
史
料
の
撰
択
に
よ
り
︑
章
甫
の
も
と
に
は
引
用
し
な
か

っ
た
﹁
橋
本
実
麗
日
記
﹂
が
残
る
こ
と
と
な
っ
た
が
︑
そ
の
部
分
を
改
め
て
﹁
思
ひ
の
儘

の
記
﹂
の
巻
末
に
﹁
和
宮
御
縁
組
一
件
﹂
と
し
て
付
し
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
︒
こ
の
他

で
引
用
さ
れ
て
い
る
主
な
も
の
と
し
て
は
︑
中
山
忠
能
の
日
記
で
あ
る
﹁
正
心
誠
意(
)

﹂
や

40

﹁
山
科
言
成
︵
一
八
一
一
～
七
〇
︶
日
記
﹂
等
が
あ
る
︒
ま
た
勢
多
家
の
記
録
と
し
て
は
︑

﹁
章
武
記
﹂
﹁
章
甫
記
﹂
﹁
職
掌
雑
記
﹂
が
見
え
て
い
る
が
︑
﹁
章
武
記
﹂
﹁
章
甫
記
﹂
の
存

在
は
今
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
て
お
ら
ず
︑
﹁
職
掌
雑
記
﹂
の
当
該
時
期
も
国
立
国
会
図
書

館
所
蔵
の
同
書
に
は
存
し
て
い
な
い
︒

な
お
︑
﹁
橋
本
実
麗
日
記
﹂
の
引
用
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
︑
章
甫
は
引
用
す
る
史
料
を
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精
選
し
た
形
跡
が
み
ら
れ
る
︒
同
様
な
こ
と
は
文
久
元
年
五
月
の
寿
万
宮
薨
去
の
記
事
で

は
︑
章
甫
の
﹁
宝
蓮
華
院
宮
御
凶
事
記
﹂
で
は
な
く
︑
﹁
山
科
言
成
日
記
﹂
が
引
用
さ
れ

て
い
る
例
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
︑
決
し
て
引
用
史
料
の
範
囲
が
狭
い
と
は
言
い
切
れ
な
い
部

分
も
あ
る
よ
う
で
あ
る
︒

こ
の
他
に
孝
明
天
皇
の
時
代
を
記
録
し
た
章
甫
の
著
作
と
し
て
は
﹁
勢
多
章
甫
筆
記
﹂

︵
函
架
番
号
四
五
五
-
一
一
三
︶
が
あ
る
︒
本
書
は
﹃
日
本
随
筆
大
成
﹄
︿
第
一
期
﹀
一
三
︵
吉

川
弘
文
館
︑
一
九
七
五
年
︶
に
﹁
思
ひ
の
儘
の
記
﹂
の
書
名
で
収
め
ら
れ
て
い
る
︒
﹃
日
本

随
筆
大
成
﹄
の
解
題
で
は
﹁
禁
中
の
故
実
に
精
通
し
て
い
る
著
者
の
見
聞
随
筆
だ
け
あ
っ

て
︑
他
所
に
は
一
寸
見
ら
れ
ぬ
記
事
も
多
く
︑
殊
に
光
格
︑
仁
孝
︑
孝
明
三
朝
の
事
蹟
に

関
し
て
は
︑
本
書
に
よ
っ
て
︑
他
の
史
料
を
見
直
す
必
要
の
あ
る
事
を
も
感
じ
る
﹂
と
し

て
い
る(
)
︒
ま
た
慶
応
二
年
︵
一
八
六
六
︶
十
二
月
の
孝
明
天
皇
の
御
病
気
︵
痘
瘡
︶
の
記
事

41

で
は
︑
﹁
先
朝
紀
略
﹂
で
は
引
い
て
い
な
い
﹁
山
科
言
成
日
記
﹂
を
引
い
た
り
︑
﹁
安
政
御

造
営
記
﹂
に
は
見
え
な
い
嘉
永
七
年
の
内
裏
焼
亡
と
安
政
新
内
裏
遷
幸
に
関
す
る
記
述
や

巻
末
の
﹁
和
宮
御
縁
組
一
件
﹂
等
︑
他
の
章
甫
の
著
作
を
補
完
す
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
︒

本
書
の
成
立
時
期
は
不
明
で
あ
る
が
︑
章
甫
の
自
筆
と
み
ら
れ
る
当
部
の
本
は
︑
巻
一

の
巻
末
に
﹁
明
治
二
十
三
年
十
二
月
﹂
の
奥
書
が
見
え
︑
こ
の
他
に
一
冊
目
の
内
表
紙
に

章
甫
自
筆
の
﹁
北
陣
次
第
﹂
の
切
紙
が
添
付
さ
れ
て
お
り(
)

︑
こ
れ
に
﹁
明
治
二
十
六
年
二

42

月
受
︵
松
浦
辰
男
︵
一
八
四
三
～
一
九
〇
九
︶
印
︶
﹂
と
あ
る
こ
と
か
ら
︑
明
治
二
十
六
年
二

月
迄
に
は
完
成
し
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
︒

次
に
明
法
家
と
し
て
の
章
甫
を
見
て
い
く
こ
と
と
す
る
が
︑
こ
こ
で
は
延
喜
式
を
と
り

あ
げ
て
み
た
い
︒
こ
の
本
は
四
九
冊
か
ら
な
る
版
本
︵
一
部
写
本
あ
り
︶
で
︑
寛
文
七
年

の
松
下
見
林
︵
一
六
三
七
～
一
七
〇
三
︶
の
跋
が
後
補
で
あ
り
︑
ま
た
治
勝
の
署
名
と
印
が

あ
る
こ
と
か
ら
︑
明
暦
本
か
と
思
わ
れ
る(
)

︒
章
純
︑
章
斐
︑
章
武
そ
し
て
章
甫
に
よ
る
書

43

き
込
み
が
見
え
る
︒
巻
五
〇
の
章
甫
の
奥
書
に
︑

件
一
部
往
年
先
考
以
寿
栄
朝
臣
恩
借
二
条
殿
古
本
而
被
校
正
之
︹
標
○
本
乎
古
止
握

同
︺
︑
亦
有
別
以
出
雲
本
︹
標
出
︺
山
田
翁
本
︹
標
イ
或
校
本
︺
等
与
学
生
照
読
之

本
令
悉
移
点
︑
此
本
聊
拠
史
典
書
加
畢
︑

明
治
二
年
六
月
十
日

大
判
事
兼
明
法
博
士
左
衛
門
大
尉
中
原
朝
臣
︵
花
押
)

と
あ
る
︒
こ
れ
に
よ
れ
ば
﹁
先
考
﹂
︵
章
武
︶
が
沢
村
寿
栄
を
仲
介
に
二
条
家
に
伝
来
し

た
本
で
校
訂
を
行
っ
た
と
あ
り
︑
現
在
知
ら
れ
て
い
な
い
二
条
家
本
が
少
な
く
と
も
十
九

世
紀
前
半
期
に
は
存
し
た
こ
と
が
分
か
り
興
味
深
い
︒
ま
た
章
甫
は
﹁
出
雲
本
﹂
︵
雲
州

本
︶
と
﹁
山
田
翁
本
﹂
︵
山
田
以
文
︵
一
七
六
一
～
一
八
三
五
︶
の
校
訂
本
︑
こ
の
あ
と
に
山
田

本
の
奥
書
あ
り
︶
を
﹁
学
生
﹂
と
﹁
照
読
﹂
し
た
と
あ
る
︒
ま
た
巻
一
に
章
甫
の
筆
で

﹁
一
条
殿
古
巻
无
此
条
﹂
と
あ
り
︑
一
条
家
本
で
校
訂
し
た
こ
と
が
分
か
る
が
︑
一
条
家

本
の
写
本
と
さ
れ
る
本
が
無
窮
会
図
書
館
神
習
文
庫
に
蔵
さ
れ
て
い
る
︒
こ
う
し
た
代
々

の
当
主
に
よ
る
書
き
込
み
は
︑
先
に
ふ
れ
た
政
事
要
略
を
は
じ
め
と
し
て
︑
類
聚
三
代
格

︵
函
架
番
号
一
七
一
-
二
七
九
︶
や
北
山
抄
︵
函
架
番
号
一
七
五
-
三
六
七
︶
等
に
も
見
え
て
い

る
︒延

喜
式
に
代
表
さ
れ
る
よ
う
に
︑
章
甫
に
至
る
ま
で
歴
代
当
主
は
諸
本
の
校
訂
や
考
証

を
行
っ
て
き
た
が
︑
﹃
復
古
記
﹄
明
治
元
年
閏
四
月
七
日
条
に
﹁
制
度
事
務
局
ニ
令
シ
テ
︑

山
陵
御
穢
ノ
事
ヲ
議
セ
シ
ム
﹂
と
あ
り(
)

︑
諸
陵
助
谷
森
善
臣
︵
一
八
一
七
～
一
九
一
一
︶
と

44

と
も
に
大
判
事
で
あ
っ
た
章
甫
に
意
見
が
求
め
ら
れ
た
記
事
が
見
え
る
︒
こ
の
時
に
谷
森

は
﹁
懸
マ
ク
モ
畏
キ

天
皇
ノ
山
陵
ヲ
ハ
︑
穢
処
ノ
様
ニ
心
得
候
人
モ
在
之
候
ハ
︑
余
リ

ニ
歎
ケ
敷
御
事
ニ
御
座
候
︵
中
略
︶
山
陵
ハ
万
代
不
易
ノ
幽
宮
ニ
被
為
在
候
ヘ
ハ
︑
世
人

ノ
穢
処
ト
心
得
申
サ
仭
ル
様
︑
天
祖
之
神
宮
ニ
被
為
擬
︑
潔
清
ニ

御
尊
崇
被
為
在
度
奉

存
候
事
﹂
と
し
た
の
に
対
し
︑
章
甫
は
年
中
行
事
秘
抄
の
荷
前
条
を
引
き
︑
﹁
雖
似
神
事
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頗
渉
不
浄
仍
不
行
他
神
事
ト
︑
又
斎
月
諸
陵
官
不
可
参

内
ト
有
之
︑
此
文
ニ
拠
候
得
ハ
︑

神
社
ニ
難
被
擬
候
歟
﹂
と
し
た
︒
い
ず
れ
も
山
陵
は
穢
処
と
い
う
風
潮
は
認
め
つ
つ
も
︑

谷
森
は
﹁
世
人
ノ
穢
処
ト
心
得
申
サ
仭
ル
様
︑
天
祖
之
神
宮
ニ
被
為
擬
︑
潔
清
ニ

御
尊

崇
被
為
在
度
奉
存
候
事
﹂
と
し
︑
結
局
︑
﹁
御
穢
ノ
事
︑
廟
議
遂
ニ
之
ナ
キ
ニ
決
セ
リ
ト

云
﹂
と
な
り
︑
廟
議
で
は
谷
森
の
意
見
が
と
ら
れ
る
形
と
な
っ
た
が(
)

︑
章
甫
が
年
中
行
事

45

秘
抄
を
根
拠
と
し
て
い
る
点
は
彼
の
明
法
家
と
し
て
の
一
面
が
よ
く
あ
ら
わ
れ
て
い
る
と

い
え
よ
う
︒
な
お
勢
多
家
当
主
と
陵
墓
の
関
係
は
こ
れ
だ
け
で
は
な
く
︑
章
武
も
嘉
永
五

年
︵
一
八
五
二
︶
に
﹁
壊
山
陵
事
﹂
の
勘
文
を
提
出
し
て
い
る(
)

︒
46

こ
の
後
︑
章
甫
は
﹁
古
事
類
苑
帝
王
部
﹂
の
編
纂
に
携
わ
り
︑
﹁
山
陵
﹂
等
を
担
当
し

て
い
る
︒
﹃
古
事
類
苑
﹄
の
編
纂
は
当
初
文
部
省
で
は
じ
め
ら
れ
た
が
︑
次
い
で
東
京
学

士
会
院
が
︑
明
治
二
十
三
年
に
は
皇
典
講
究
所
が
編
纂
を
引
き
継
ぎ
︑
こ
の
時
に
章
甫
は

編
纂
委
員
に
任
じ
ら
れ
て
い
る(
)

︒
そ
の
原
稿
が
﹁
古
事
類
苑
稿
﹂
で
あ
り
︑
葬
礼
下
︑
太

47

上
天
皇
葬
礼
︑
皇
后
葬
礼
︑
殯
誄
遺
詔
︑
諒
闇
心
喪
︑
荷
前
︑
山
陵
上
︑
山
陵
中
︑
御
喪

服
の
九
冊
か
ら
な
る(
)

︒
こ
れ
ら
は
文
部
省
用
紙
が
用
い
ら
れ
て
い
る
部
分
が
あ
っ
た
り
︑

48

各
冊
の
内
題
の
訂
正
か
ら
み
て
︑
文
部
省
時
代
か
ら
蒐
集
さ
れ
て
い
た
原
稿
に
︑
章
甫
が

さ
ら
に
史
料
を
補
訂
し
た
も
の
と
み
ら
れ
る
︒
な
お
﹁
荷
前
﹂
の
簿
冊
に
は
先
に
ふ
れ
た

年
中
行
事
秘
抄
の
当
該
箇
所
が
引
用
さ
れ
て
い
る
が
︑
﹁
荷
前
﹂
に
関
す
る
綱
文
等
は
存

し
て
い
な
い
︒

｢
古
事
類
苑
稿
﹂
の
引
用
史
料
で
注
目
し
た
い
の
は
︑
﹁
山
陵
上
﹂
に
﹁
章
武
朝
臣
記
﹂

﹁
議
奏
言
渡
﹂
を
引
い
て
い
る
点
で
あ
る
︒
こ
れ
ら
は
﹁
先
朝
紀
略
﹂
に
見
え
る
﹁
章
武

記
﹂
﹁
言
渡(
)

﹂
と
同
じ
も
の
で
あ
ろ
う
︒
特
に
後
者
の
﹁
言
渡
﹂
は
こ
の
頃
先
帝
御
事
蹟

49

取
調
掛
で
借
用
し
て
い
る
︒
こ
れ
を
﹁
古
事
類
苑
稿
﹂
に
引
用
で
き
た
の
は
︑
章
甫
が

﹁
先
朝
紀
略
﹂
の
執
筆
で
同
史
料
を
利
用
し
て
い
た
こ
と
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
︒

最
後
に
章
甫
の
古
記
録
の
調
査
に
つ
い
て
ふ
れ
て
お
き
た
い
︒
明
治
二
十
二
年
の
三
月

よ
り
翌
年
二
月
迄
︑
継
続
的
に
伏
見
宮
家
や
帝
国
大
学
臨
時
編
年
史
編
纂
掛
か
ら
史
料
を

借
用
・
書
写
を
し
て
い
る(
)

︒
こ
の
時
期
章
甫
は
孝
明
天
皇
や
幕
末
の
年
中
行
事
に
関
す
る

50

調
査
に
従
事
し
て
い
た
は
ず
で
あ
る
が
︑
こ
こ
で
借
用
し
て
い
る
記
録
類
は
内
容
的
に
こ

れ
ら
に
直
接
関
係
す
る
も
の
と
は
思
え
な
い
︒
こ
う
し
た
調
査
に
関
係
が
あ
っ
た
可
能
性

が
あ
る
著
作
と
し
て
は
︑
奥
書
に
東
宮
主
事
高
辻
修
長
︵
一
八
四
〇
～
一
九
二
一
︶
か
ら
図

書
寮
へ
の
尋
問
に
よ
り
編
纂
し
た
と
あ
る
﹁
御
直
書
類
例
﹂
︵
函
架
番
号
一
五
二
-
三
七
七
︶

を
は
じ
め
︑
﹁
遷
都
例
﹂
︵
識
別
番
号
八
四
四
三
七
︑
旧
函
架
番
号
二
五
五
-
八
︶
︑
﹁
国
母
略
譜

表
﹂
︵
識
別
番
号
八
五
二
六
四
︑
旧
函
架
番
号
二
七
一
-
二
三
九
︶
︑
﹁
類
例
史
﹂
︵
函
架
番
号
一
七

五
-
一
八
九
︑
一
七
五
-
二
六
九
︶
が
あ
げ
ら
れ
る
︒
こ
れ
ら
は
宮
内
省
一
三
行
罫
紙
が
用
い

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
︑
公
務
の
な
か
で
執
筆
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
︑
内
容
的
に
は
皇
室

制
度
的
な
調
査
で
あ
る
︒
こ
の
な
か
に
は
﹁
図
書
寮
編
修
課
﹂
印
の
捺
さ
れ
た
も
の

︵
﹁
御
直
書
類
例
﹂
等
︶
が
あ
る
こ
と
か
ら
御
系
譜
課
︵
後
の
編
修
課
︶
関
連
の
業
務
で
あ

っ
た
可
能
性
が
高
い
︒
な
お
︑
こ
の
時
の
借
用
・
書
写
に
際
し
て
章
甫
は
伏
見
宮
家
に

﹁
光
厳
天
皇
宸
記
﹂
と
し
て
伝
来
し
た
本
を
検
討
し
て
︑
﹁
花
園
院
天
皇
宸
記
章
甫
謹
考

定
﹂
と
﹁
花
園
天
皇
宸
記
﹂
と
正
し
て
い
る
︵
明
治
二
十
二
年
十
二
月
十
日
の
章
甫
の
書
写

奥
書
あ
り
︑
﹁
花
園
天
皇
宸
記
﹂
︵
函
架
番
号
三
五
一
-
二
九
七
︶
で
整
理(
)

︶
︒

51

以
上
︑
章
甫
の
業
績
に
つ
い
て
︑
著
作
を
中
心
に
見
て
き
た
︒
そ
れ
に
よ
れ
ば
章
甫
が

明
治
に
入
っ
て
本
格
的
に
活
動
す
る
の
は
明
治
十
六
年
に
宮
内
省
御
用
掛
に
な
っ
て
か
ら

で
︑
執
次
や
御
用
掛
で
得
た
禁
裏
の
実
務
の
知
識
と
史
書
・
儀
式
書
等
の
校
訂
や
考
証
の

成
果
を
生
か
し
て
︑
図
書
寮
に
お
け
る
孝
明
天
皇
の
御
伝
記
や
年
中
行
事
書
の
編
纂
に
力

を
尽
く
し
た
︒
章
甫
の
著
作
は
執
次
で
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
︑
日
々
の
業
務
で
得
た
知
識

や
見
聞
を
書
き
留
め
る
一
方
︑
明
法
家
と
し
て
古
代
の
法
制
・
儀
式
書
を
は
じ
め
と
し
て
︑
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国
史
や
記
録
類
か
ら
関
連
す
る
記
事
を
自
由
に
引
用
す
る
な
ど
︑
奥
行
き
の
深
い
内
容
と

な
っ
て
い
る
の
が
特
徴
と
な
っ
て
い
る
︒

こ
の
よ
う
に
精
力
的
な
編
纂
・
著
作
活
動
を
し
て
き
た
章
甫
は
︑
明
治
二
十
六
年
に
脳

卒
中
で
倒
れ
て
後
︑
京
都
で
療
養
を
続
け
て
き
た
が
︑
翌
年
十
二
月
八
日
に
六
四
歳
で
こ

の
世
を
去
っ
た
︵
嘉
永
年
中
行
事
解
題
︶
︒

三

勢
多
家
関
係
図
書
の
分
類
と
図
書
寮
移
管
時
期

大
正
七
年
に
式
部
職
か
ら
図
書
寮
に
古
典
籍
の
み
な
ら
ず
洋
書
や
公
文
書
も
移
管
さ
れ

た
︒
こ
の
う
ち
書
籍
は
甲
と
乙
に
分
類
さ
れ
︑
甲
は
完
全
に
移
管
す
る
も
の
︑
乙
は
移
管

は
す
る
が
﹁
常
時
必
要
ニ
付
借
用
致
度
﹂
た
め
︑
引
き
続
き
式
部
職
に
留
め
置
く
と
す
る

も
の
と
に
分
け
ら
れ
て
い
た
︒
こ
の
な
か
に
勢
多
家
の
蔵
書
印
を
持
つ
本
が
含
ま
れ
て
い

た
︵
︵
別
表
�
︶
︒
以
下
︑
式
部
職
移
管
本
と
す
る(
)

︶
︒
た
だ
し
こ
れ
以
前
に
勢
多
家
の
蔵
書
が

52

い
か
な
る
経
緯
で
式
部
職
に
入
っ
た
か
に
つ
い
て
は
分
か
っ
て
い
な
い
︒

手
が
か
り
に
な
る
の
は
明
治
十
六
年
十
二
月
二
十
日
に
式
部
寮
で
管
理
す
る
本
を
御
府

に
預
け
る
際
︵
﹁
別
冊
目
録
書
籍
之
儀
是
迄
当
寮
ニ
存
在
ノ
処
後
来
保
存
方
ニ
付
懸
念
之
次
第
有

之
候
ニ
付
更
ニ
御
手
許
ヘ
差
出
候
間
御
差
支
無
之
候
ハ
仭
永
ク
御
府
御
蔵
本
ト
被
成
置
候
様
致
度

此
段
相
伺
候
也
﹂
︶
の
リ
ス
ト(
)

に
式
部
職
移
管
本
と
み
ら
れ
る
も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と

53

で
︑
こ
れ
に
よ
り
明
治
十
六
年
の
時
点
で
既
に
こ
れ
ら
の
本
は
式
部
寮
に
入
っ
て
い
た
こ

と
が
分
か
る
︒
一
方
︑
式
部
職
移
管
本
の
う
ち
新
抄
格
勅
符
︵
函
架
番
号
一
七
三
-
一
〇
三
︶

に
は
明
治
七
年
十
一
月
二
十
四
日
の
日
付
を
持
つ
章
甫
の
奥
書
が
見
え
る
︒
こ
の
こ
と
か

ら
こ
れ
ら
の
本
は
明
治
七
年
十
一
月
二
十
四
日
か
ら
同
十
六
年
十
二
月
二
十
日
ま
で
の
間

に
式
部
寮
に
入
っ
た
こ
と
が
分
か
る
︒
こ
こ
で
注
目
し
た
い
の
は
章
甫
が
明
治
十
二
年
二

月
十
六
日
に
当
時
式
部
権
助
で
あ
っ
た
橋
本
実
梁
︵
一
八
三
四
～
八
五
︶
に
会
い
に
行
っ

て
い
る
こ
と
で
あ
る(
)

︒
当
時
経
済
状
態
が
良
く
な
か
っ
た(
)

章
甫
に
と
っ
て
こ
の
上
京
は
︑

54

55

か
な
り
の
負
担
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
が
︑
そ
れ
は
前
年
十
二
月
二
十
九
日
に
章
甫
の
二

女
の
威
子(
)

が
宮
内
省
皇
后
宮
職
に
採
用
さ
れ
た
こ
と
と
関
連
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
︒
し

56

か
し
一
方
で
章
甫
が
会
い
に
行
っ
た
実
梁
が
宮
内
省
式
部
寮
の
官
僚
で
あ
る
こ
と
と
︑
勢

多
家
の
蔵
書
の
献
納
先
が
式
部
寮
で
あ
っ
た
こ
と
と
は
無
関
係
と
は
考
え
に
く
く
︑
こ
の

頃
に
献
納
が
具
体
化
し
た
可
能
性
は
高
い
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
︒

式
部
職
移
管
本
は
︑
当
時
式
部
寮
が
儀
式
や
制
度
を
整
備
す
る
な
か
で
必
要
と
み
ら
れ

る
古
記
録
や
法
制
書
・
儀
式
書
と
い
っ
た
も
の
が
多
い
の
が
特
徴
で
あ
る
︒
そ
し
て
そ
れ

ら
に
は
勢
多
家
の
蔵
書
印
が
見
え
る
が
︑
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
朱
筆
で
抹
消
さ
れ
て
い
る
︒

次
い
で
図
書
寮
は
明
治
二
十
三
年
十
二
月
に
﹁
御
用
雑
記
﹂
を
は
じ
め
と
す
る
三
〇
点

を
三
円
五
〇
銭
で
勢
多
章
甫
よ
り
購
入
し
て
い
る
︵
︵
別
表
�
︶
︒
以
下
︑
明
治
二
十
三
年
購

入
本
と
す
る(
)

︶
︒
こ
れ
ら
の
本
に
つ
い
て
章
甫
は
﹁
記
録
幷
次
第
﹂
と
記
し
て
お
り
︑
治
勝

57

の
印
や
勢
多
の
丸
印
が
捺
し
て
あ
る
も
の
が
見
ら
れ
る
が
︑
式
部
職
移
管
本
の
よ
う
に
印

を
朱
筆
で
抹
消
し
て
い
な
い
︒

こ
こ
に
見
え
る
も
の
は
章
純
の
﹁
御
用
雑
記
﹂
以
外
は
︑
諸
行
事
の
次
第
書
や
行
列
書

が
多
い
︒
古
い
も
の
と
し
て
は
︑
治
勝
の
奥
書
が
あ
る
﹁
内
侍
所
渡
御
儀
﹂
︵
函
架
番
号
一

〇
九
-
三
六
︶
︑
﹁
御
譲
位
次
第
﹂
︵
函
架
番
号
一
七
五
-
七
三
︶
︑
﹁
朔
旦
冬
至
表
奏
幷
平
座
次

第
﹂
︵
函
架
番
号
一
七
五
-
七
四
︶
や
︑
治
勝
の
署
名
は
見
え
な
い
も
の
の
治
勝
の
印
が
捺
し

て
あ
る
も
の
と
し
て
﹁
後
西
天
皇
御
即
位
次
第
﹂
︵
函
架
番
号
一
七
五
-
二
︶
︑
﹁
朔
旦
冬
至

御
下
行
帳
﹂
︵
函
架
番
号
一
七
五
-
八
一
︶
が
あ
る
︒

こ
れ
ら
は
職
務
の
参
考
や
先
例
調
査
等
の
た
め
に
書
写
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
も
の
が
多

い
が
︑
興
味
深
い
の
は
﹁
剣
璽
渡
御
御
行
列
﹂
︵
函
架
番
号
一
七
五
-
四
︶
で
あ
る
︒
こ
の
本
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台帳
番号

函架
番号 書　名 移　管　時　書　名 冊数 選者・編者 備　考

1303 252-15 御用雑記 御用雑記 22 勢多章純 勢多蔵書印なし。明和 9年から天明 2年迄を収める。同
じ書名の 252-124 とは形状が異なるが、天明元年 11 月 25
日より同年 12 月朔日迄の記事の内容が重複する部分が多
い。

1304 252-14 表向御能雑記 表向御能雑記 5 勢多章純 明和 9年より天明 8年までを収める。御能御用雑記（252-
157）と関連。

1305 252-16 御能御用雑記 御能御用雑記 3 勢多章純 明和 9年より寛政 3年迄をおさめる。御能御用雑記（252-
157）と関連。

1306 175-6 内内御囃子能雑
記

御内々御囃子能雑記 3 勢多章純 明和 9年より天明元年迄を収める。御能御用雑記（252-
157）と関連。

1307 175-7 略御囃子雑記 略御囃子雑記 3 勢多章純 安永 3年より同 7年までを収める。御能御用雑記（252-
157）と関連。

1308 163-606 御能御番組 御能御番組 1 寛永 8年 2月 20 日より享保 21 年 2 月 26・27 日迄の能番
組の演題と演者を載せる。

1309 175-8 参内殿御慰御用
留

参内殿御慰御用記 1 寛政 5年 12 月 21 日より弘化 2年 8月 15 日迄の参内殿で
行われた地下官人たちの御能番組の演題と演者を記録し
たもの。

1310 175-9 〔女御〕和子立
后新中和門院贈
皇太后宣下次第

寛永元年立后享保十
三年贈后次第

1 寛永元年徳川和子の立后と享保 13 年の新中和門院贈皇太
后宣下の次第書。弘化 4年の書写奥書あり。

1311 109-36 内侍所渡御次第 内侍所渡御儀 1 勢多治勝写 寛永 18 年、明暦元年、延宝 3年の内侍所渡御の次第書。
中原治勝の署名と印あり。

1312 175-73 御譲位次第 御譲位次第 1 勢多治勝写 中原治勝の署名と印あり。
1313 175-74 朔旦冬至表奏并

平座次第
寛文九年朔旦冬至表
奏并平座次第

1 勢多治勝写 寛文 9年のもの。中原治勝の署名と印あり。

1314 175-75 〔女御〕房子御
入内行列

女御房子御入内行列 1 寛文 9年 11 月 21 日の鷹司房子御入内の御行列書。

1315 175-76 後水尾天皇二条
亭行幸等御行列
書

寛永三年二条御幸御
行列

2 寛永 3年 9月 6日二条城行幸の際の御行列書他。「寛永三
年二条行事銀子拝領衆」を附す。

853 175-2 後西天皇御即位
次第

後西院御即位次第 1 勢多治勝写カ 後西天皇は承応 3年御即位。治勝の時代に書写されたも
の（治勝の印あり）。カタカナによるルビあり。

1316 175-1 後光明天皇朝覲
行幸御行列

慶安四年朝覲行幸御
行列

1 外題に「慶安四年朝覲行幸御列」とあり。折本。

1317 175-4 剣璽渡御御行列 寛文三年剣璽渡御行
列

1 勢多章成写 元表紙に「中原章成」とある。霊元天皇の剣璽渡御の御
列。御列に中原治卿・治勝の名前が見える。カタカナに
よるルビあり。

1318 175-10 光格天皇御即位
次第

安永九年御即位次第 1 外題は「御即位次第第一会」。

1319 175-11 光格天皇御元服
記

安永十年御元服次第 1 五条為俊（作者）
山口秀昌（清書）

勢多丸印（直径 1・5cm）
奥書に作者と清書者及び原本の料紙に関する記載が見え
る。

1320 175-12 〔女御〕維子立
太后次第

安永十年立太后次第 1 近衛維子（後桃園天皇女御、盛化門院）の立太后の次第
書。

1321 175-77 光格天皇御譲位
次第

文化十四年御譲位次
第

2 勢多章武写 勢多丸印（直径 1・5cm）
本文中に勢多章武の名前あり。

1322 175-78 仁孝天皇御即位
式并次第

文化十四年御即位次
第

1 勢多章武写カ 「光格天皇御譲位次第」と同じ筆跡なので、章武によるも
のか。

1323 175-79 光格院御幸始次
第

文化十四年御幸始次
第

1 勢多章武写カ 勢多丸印（直径 1・5cm）
「光格天皇御譲位次第」と同じ筆跡なので、章武によるも
のか。

1324 175-80 文化度大嘗会次
第

文政元年大嘗会次第 2 仁孝天皇の大嘗祭の次第書と附図。

1325 175-13 統仁親王立坊御
式

天保十一年立坊式 1 勢多章甫写 勢多丸印（直径 1・5cm）統仁親王（孝明天皇）の立坊の
次第書。「統仁親王御元服式并次第」と筆跡が似ているの
で、章甫によるものか。

1326 175-14 統仁親王御元服
式并次第

天保十五年元服式次
第

2 勢多章甫写 勢多丸印（直径 1・6cm）
章甫による書写奥書（天保 14 年）あり。

1327 175-264 孝明天皇御即位
次第

弘化四年御即位式次
第并図面

4 勢多章甫写 孝明天皇の御即位の次第書と附図。

1329 175-81 朔旦冬至御下行
帳

慶安三年朔旦冬至御
下行帳

1 勢多治勝写カ 治勝の時代に書写されたもの（治勝の印あり）。

1330 175-82 御譲位御即位下
行帳

貞享四年御譲位御即
位下行帳

2 勢多家 「御譲位御即位下行帳」を併合。貞享 4年は霊元天皇の御
譲位。書き込みに「宝永度」（東山天皇）、「今度」（中御
門天皇）とあり。

1332 252-128 御触状之留 享保十九年二十年御
触状之留

2 勢多家 勢多家宛の御触状を書き留めたもの。

(別表 2）明治 23 年買い上げ本
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台帳
番号

函架番
号 書　名 点数 著者 備　考

1383 252-124 御用雑記 48 勢多章純 自筆。勢多蔵書印なし。天明元年から寛政 6年迄を収める（有欠）。同じ書名の 252-
15 とは形状が異なるが、天明元年 11 月 25 日より同 30 日迄の時期が重なる部分の記
事はほぼ重複する。天明 4年から「女一宮（欣子内親王）御用相兼」となる。

1384 252-155 勢多章純日記抜書 17 勢多章純 延宝 2年正月より貞享 3年閏 3月迄、明和 2年 10 月より天明 5年 9月迄の執次の日
記。禁裏執次所日記に内容が似ている。なお、延宝から貞享は治勝・章成の活躍し
た時代の記録。

1387 252-157 御能御用雑記 3 勢多章純 自筆。明和 9年 5月より安永 6年迄を収める。
1389 175-89 清御道具御用掛雑記 1 勢多章純 自筆。天明 4年 2月より同 5年 8月迄を収める。
1388 252-156 盛化門院御旧殿御用

雑記
1 勢多章純 自筆。天明 4年より寛政 5年 10 月朔日までを収める。盛化門院は後桃園天皇女御近

衛維子（天明 3年 10 月薨去）。
1386 175-87 造内裏御指図御用記 8 勢多章純 自筆。天明 8年より寛政 4年迄を収める。寛政度内裏の造営記録。
1385 175-86 欣子内親王立后御入

内御道具用記
3 勢多章純 自筆。寛政 4年 3月より 12 月迄、寛政 5年正月・2月、寛政 5年 8月・9月を収め

る。欣子内親王は後桃園天皇皇女、光格天皇中宮。御入内は寛政 6年。
1412 252-18 寛宮御用雑記 12 勢多章斐 自筆。寛政 11 年 12 月より文化 14 年 5 月迄を収める（践祚は文化 14 年 3 月 22 日）。

寛宮は仁孝天皇。
1410 175-19 寛宮御降誕書記 1 勢多章斐 自筆。寛政 11 年より享和 3年 12 月迄を収める。寛宮御降誕は寛政 12 年 2 月 21 日。
1390 175-15 〔皇太子〕恵仁親王

恒例臨時御用留
4 勢多章斐 自筆。御所本。文化 4年 8月より 14 年 5 月迄を収める。恒例と臨時に分け、さらに

臨時は御所方・関東武家方・摂家宮方・雑々からなる。恵仁親王は仁孝天皇。
1411 175-20 恵仁親王立坊新調御

道具御用雑記
1 勢多章斐 自筆。御所本。文化 5年 11 月より 7年 2月迄を収める。

1396 111-2 〔仁和寺宮〕済仁法
親王御入寺御用雑誌

1 勢多章斐 自筆。文化 6年 9月より 12 月迄を収める。文化 9年 9月 25 日御入寺得度。済仁法
親王は有栖川宮織仁親王皇子で光格天皇養子。

1392 252-30 猗宮様御用雑記（御
賄請払覚・1巻）

4 勢多章斐 自筆。文化 12 年 7 月より文政 3年 12 月迄を収める。
猗宮は光格天皇皇子。文化 12 年御降誕。

1394 175-16 鍠宮御降誕御用記 1 勢多章斐 自筆。文政 3年。鍠宮（安仁親王）は仁孝天皇皇子。文政 3年御降誕。
1395 175-17 〔女御〕祺子御入内

御用雑記
1 勢多章斐 自筆。文政 7年 10 月より 8年 5月迄を収める。

鷹司祺子は仁孝天皇女御。政熙女。新朔平門院。
1397 252-24 常盤御所御用掛雑記 2 勢多章

斐・勢多
章武等

自筆。寛政 7年 10 月より文政 8年 3月迄、天保 13 年を収める。文政 8年より天保
13 年迄に少なくとも同御用雑記が 2冊あった可能性あり。
常盤御所は光照院。

1398 252-26 御寺御所御用雑記 1 勢多章斐 自筆。文政 6年 12 月、文政 8年 4月迄を収める。御寺御所は大聖寺。同寺は光格天
皇皇女永潤の御相続に際し文政 8年普請。

1399 252-31 恭礼開明両門院御旧
地預私記

1 勢多章斐 自筆。文政 5年 10 月より 7年 10 月迄を収める。恭礼門・開明門両院の薨去後の御
所の管理に関する記録。恭礼門院は一条冨子（桃園天皇女御、後桃園天皇御生母）。
開明門院は姉小路定子（桜町天皇典侍、桃園天皇御生母）。

1400 252-22 長橋雑記（寛政） 1 勢多章斐 自筆。寛政 4年 6月 25 日より同 7年迄を収める。
1409 252-29 御能御用私記 1 勢多章斐 自筆。文政 5年 10 月より 8年 3月迄を収める。
1413 252-23 東宮御用旧記抜書

（渡辺家旧記）
5 勢多章斐 自筆。享保 12 年より 13 年迄及び 17 年の桜町天皇、明和 5年より 7年迄の後桃園天

皇の両皇太子時代の記録。章斐が恵仁親王御用掛の任に際して、渡辺家の記録を書
写したものか。

1401 252-21 准后御用掛記 1 勢多章武 自筆。天保 11 年 11 月より 13 年 9 月迄を収める。准后は鷹司祺子。
1402 252-17 瑞放光院宮御本所掛

加勢記
1 勢多章武 自筆。文政 9年 8月より 12 月迄を収める。

仁孝天皇皇女成宮（瑞放光院宮）の薨去の記録。
1403 252-28 欽宮御方御用仮日記 1 勢多章武 自筆。欽宮（光格天皇皇女蓁子内親王）御用の記録。光格天皇皇子嘉糯宮の御用の

記録も収める。
1404 252-25 御納戸御用留 1 勢多章武 原本。天保 9年 8月より 10 年 12 月迄を収める。
1405 252-27 長橋殿雑記 1 勢多章武 自筆。天保 10 年より 13 年迄を収める。
1406 252-20 百百御所御用掛書記 1 勢多章武 自筆。天保 13 年正月より 8月迄を収める。

百百御所は法鏡寺。光格天皇皇女蓁子内親王の薨去関係の記録。
1407 252-19 竹御所御用掛雑記 1 勢多章武 自筆。章武の花押あり。御用掛被仰付より記載。寿賀宮（蓮體院宮、光格天皇皇

女）50 回御忌の記事あり。天保 13 年 5 月より 8月迄を収める。竹御所は曇華院。
1408 175-18 宝蓮華院宮御凶事記 1 勢多章甫 自筆。文久元年 4月より 3年 4月迄を収める。宝蓮華院宮は孝明天皇皇女寿万宮。

章甫は寿万宮御違例に際して御用掛に加勢。

(別表 3）御用雑記類
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入
っ
た
と
考
え
て
お
き
た
い(
)

︒
59

そ
の
他
の
図
書
に
つ
い
て
は
︑
﹃
孝
明
天
皇
紀
﹄
の
編
纂
に
利
用
さ
れ
た
も
の
の
ほ
か

に
︑
﹁
御
直
書
類
例
﹂
﹁
遷
都
例
﹂
﹁
国
母
略
譜
表
﹂
﹁
類
例
史
﹂
等
が
あ
る
が
︵
別
表
�
︶
︑

こ
れ
ら
は
前
述
し
た
よ
う
に
章
甫
が
図
書
寮
の
公
務
の
な
か
で
執
筆
し
た
も
の
で
あ
り
︑

完
成
後
︑
宮
内
省
や
図
書
寮
等
に
提
出
さ
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
る
︒

最
後
に
当
部
以
外
の
勢
多
家
関
係
図
書
に
つ
い
て
見
て
お
こ
う
︒
国
立
国
会
図
書
館
に

は
︑
先
に
紹
介
し
た
﹁
職
掌
雑
記
﹂
﹁
勢
多
家
記
﹂
の
他
に
﹁
意
斎
君
日
記
﹂
︵
章
敦
︵
一

七
〇
一
～
四
四
-
四
八
頃
︵
章
純
の
父
︶
︶
の
日
記
︶
と
﹁
適
斎
君
日
記
﹂
︵
章
純
の
日
記
︶
が
蔵

さ
れ
て
い
る
︵
別
表
	
︶
︒
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
﹁
明
治
三
十
八
年
三
月
購
求
﹂
印
が
捺

さ
れ
て
い
る
︒
特
に
﹁
職
掌
雑
記
﹂
﹁
勢
多
家
記
﹂
は
勢
多
家
の
地
下
官
人
の
記
録
と
し

て
根
幹
を
な
す
も
の
で
あ
る
が
︑
自
筆
履
歴
書
に
﹁
旧
検
非
違
使
幷
執
次
役
﹂
と
書
く
ほ

ど
地
下
官
人
で
あ
っ
た
こ
と
に
こ
だ
わ
り
続
け
た
章
甫
が
早
い
段
階
に
手
放
し
た
可
能
性

は
低
い
の
で
は
あ
る
ま
い
か(
)

︒
60

無
窮
会
図
書
館
神
習
文
庫
に
も
﹃
神
習
文
庫
図
書
目
録
﹄
に
﹁
勢
多
本
﹂
と
注
記
さ
れ

た
も
の
や
︑
章
甫
の
稿
や
筆
に
な
る
も
の
が
見
え
て
い
る
︵
別
表


︶
︒
こ
れ
ら
が
勢
多

家
旧
蔵
で
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
も
の
の
︑
い
か
な
る
過
程
で
井
上
頼
囶
︵
一
八
三
九
～

一
九
一
四
︶
の
許
に
入
っ
た
か
は
未
詳
で
あ
る
︒
た
だ
し
井
上
は
章
甫
と
同
時
期
に
図
書

寮
に
勤
務
し
て
お
り
︑
章
甫
が
古
事
類
苑
編
纂
委
員
に
任
じ
ら
れ
て
い
た
際
に
は
同
書
の

検
閲
委
員
を
務
め
て
い
た(
)

な
ど
接
点
が
多
い
こ
と
は
︑
神
習
文
庫
に
お
け
る
勢
多
本
等
の

61

存
在
と
無
関
係
で
は
な
い
と
思
わ
れ
る
︒

こ
の
よ
う
に
勢
多
家
の
蔵
書
は
書
写
・
校
訂
さ
れ
た
法
制
・
儀
式
・
古
記
録
類
︑
歴
代

当
主
に
よ
る
儀
式
の
次
第
書
や
行
列
書
︑
歴
代
当
主
に
よ
る
御
用
雑
記
類
︑
検
非
違
使
関

係
の
記
録
と
い
う
よ
う
に
多
様
で
あ
る
が
︑
比
較
的
同
じ
よ
う
な
性
格
の
本
が
ま
と
ま
っ

た
形
で
段
階
的
に
図
書
寮
や
帝
室
図
書
館
に
入
っ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
︒
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む
す
び

こ
れ
ま
で
当
部
に
蔵
さ
れ
て
い
る
勢
多
家
関
係
図
書
の

検
討
を
通
し
て
︑
勢
多
治
勝
以
降
︑
章
甫
に
至
る
ま
で
の

勢
多
家
当
主
の
足
跡
を
見
て
き
た
︒

勢
多
家
は
執
次
を
世
襲
す
る
家
柄
で
皇
室
の
御
生
活
面

を
支
え
る
と
と
も
に
︑
一
方
で
特
に
治
勝
以
降
︑
明
法
博

士
と
し
て
法
制
・
儀
式
・
記
録
等
の
諸
書
を
蒐
集
し
︑
公

家
と
の
勉
強
会
に
参
加
す
る
な
ど
古
典
の
研
究
を
重
ね
て

き
た
︒
こ
う
し
た
勢
多
家
の
家
業
と
諸
書
の
蒐
集
・
校
訂

の
蓄
積
を
背
景
に
︑
章
甫
は
宮
内
省
に
お
い
て
孝
明
天
皇

の
御
事
蹟
を
中
心
と
す
る
幕
末
期
の
朝
廷
の
制
度
や
故
実

の
記
録
を
遺
し
た
︒
そ
の
根
底
に
は
自
筆
履
歴
書
冒
頭
に

﹁
旧
検
非
違
使
幷
執
次
役
﹂
と
記
し
た
よ
う
に
︑
朝
廷
に

仕
え
た
地
下
官
人
と
し
て
の
誇
り
を
終
生
持
ち
続
け
た
と

思
わ
れ
る
︒

勢
多
家
の
蔵
書
が
全
体
で
ど
の
く
ら
い
あ
っ
た
か
に
つ

い
て
は
よ
く
分
か
ら
な
い
が
︑
こ
れ
ら
の
う
ち
宮
内
省
へ

は
大
き
く
三
回
に
分
け
て
献
納
が
行
な
わ
れ
た
と
み
ら
れ

る
︒
ま
ず
最
初
は
明
治
十
六
年
ま
で
に
式
部
寮
で
利
用
さ

れ
る
よ
う
な
史
書
や
儀
式
書
と
い
っ
た
故
実
関
係
の
本
が

式
部
寮
に
献
納
さ
れ
︑
次
い
で
明
治
二
十
三
年
に
江
戸
期

（ 94 ）

台帳
番号 函架番号 書　名 点数 著者 備　考

666 175-189 類例史 3 勢多章甫 写。章甫の自筆ではない可能性あり。天皇皇族・遷都・即位・崩御等に関
する類例を列挙する。

1443 175-269 類例史（下之巻） 1 勢多章甫 明治 23 年。巻末に「国母例」を付す。即位等・譲位・皇太子・大嘗会等の
類例を列挙する。宮内省 13 行罫紙。同名の 175-189 の草稿本か。

20007 106-77 古事類苑稿 9 勢多章甫 明治 23 年から皇典考究所で古事類苑が編纂された際の章甫の担当分。それ
までの原稿に章甫が増補。綱文あり。明治 44 年諸陵寮引継。

24508 455-83 安政御造営記 1 勢多章甫 先帝御事蹟取調掛印あり。明治写。明治 44 年侍従職引継。自筆。
24538 455-113 勢多章甫筆記 2 勢多章甫 自筆。侍従職引継。先帝御事蹟取調掛印あり。乾坤 2冊からなり、乾冊に

自筆の「北陣次第」の切紙が添付されており、「明治二十六年二月受（松浦
辰男印）」とある。巻 1に明治 23 年 12 月の奥書あり。

24564 455-139 宮殿調度沿革（1巻） 1 勢多章甫 先帝御事蹟取調掛印あり。明治 28 年に勢多章甫自筆本を書写。章甫による
明治 27 年の緒言あり。明治 44 年侍従職引継。

27514 152-377 御直書類例 1 勢多章甫 東宮主事高辻修長の尋問を寮頭の命により編纂。自筆。明治 24 年 9 月 24
日。天皇・太上天皇からの直書の類例。伏見宮家の文書が引用されている。
宮内省 13 行罫紙。図書寮編修課印。

17199 72739～44
（455-11）

先朝紀略 6 勢多章甫 宮内省 13 行罫紙。紙の帙に「先朝紀略六冊」「図書寮編纂」とあり。清書
本か。

17277 73992～97
（515-35）

先朝紀略 6 勢多章甫 宮内省 13 行罫紙。巻 6に朱や貼紙による訂正がある。稿本か。章甫の自筆
の箇所あり。

599 84437
（255-8）

遷都例 1 勢多章甫 神武天皇から桓武天皇までの遷都の史料を抜き書きしたもの。宮内省 13 行
罫紙。

27512 85264
（271-239）

国母略譜表 1 勢多章甫 藤原宮子から九条夙子までの国母と井上内親王から一条美子までの皇后の
一覧。「明治二十三年六月　勢多章甫稿」とあり。宮内省 13 行罫紙。

32008 173-127 嘉永年中行事 1 勢多章甫 勢多蔵書印なし。自筆。明治 21 年 2 月、同 23 年 9 月の章甫の前言あり。
32005 173-128 嘉永年中行事考証 2 勢多章甫 勢多蔵書印なし。自筆。故実叢書本ではとられていない勢多章甫の自筆履

歴書あり。
32665 171-311 服仮録（6巻） 6 勢多章純 大正 9年 10 月写。慶応 3年 2月章甫の奥書あり。外題は「服仮輯録」。服

仮に関する規定や記事を法制・儀式書記録等から項目別に抜き書きする。
「礼儀類典」の引用あり。章甫による元治や慶応の追記もあり。

32736 172-20 服仮要略鈔 1 勢多章純 大正 9年 11 月無窮会本（函架番号 794 か。ただし無窮会同名書は章甫自筆
とする）写。服仮に関する規定を法制書等から項目別に抜き書きしたもの。

56471 265-486 閏月服之事（天明元年） 1 勢多章純 中原章純による閏月の服に関する勘文か（天明元年 5月）。純章自筆。昭和
3年鷹司家より献納（鷹司本）。

函架番号 書　名 点数 著　者 備　考
235-369 意斎君日記 10 勢多章敦 勢多章敦の日記。享保 19 年から寛保 4年までを収める。「職掌之事抄出畢」とあり。

明治 38 年 3 月 30 日購求印あり。
235-369 適斎君日記 26 勢多純章 勢多純章の日記。延享 2年から寛政 6年までを収める。表紙は「勢多大判事様」宛文書等の反故

を再利用。明治 38 年 3 月 30 日購求印あり。
235-369 職掌雑記 65 元禄 17 年、元文 2・3年、延享元・5年、宝暦 2年より天保 5年迄の叙位伝官や検非違使関係等

の記録を部類して編纂したもの。もと 78 冊を 65 冊に合綴。明治 38 年 3 月 30 日購求印あり。
228-96 勢多家記 1 慶安改元より東山院 25 回聖忌迄の改元や聖忌の際の赦行次第の文書を集めたもの。もと 6部を

合綴。明治 38 年 3 月 30 日購求印あり。

(別表 4）その他の勢多家関係図書

(別表 5）国立国会図書館所蔵勢多家関係図書



（ 95 ）

函架番号 書　名 点数 著　者 勢多本 目録頁 備　考
611 新嘗祭　参議要 1 ○ 17
733 御葬礼沿革　2巻 1 勢多章甫稿 19 勢多章甫自筆
734 御葬礼沿革 1 勢多章甫 19 勢多章甫自筆
738 祭礼沿革　2巻 1 勢多章甫稿 20 勢多章甫自筆
755 葬制略 1 勢多章甫稿 20
783 五等親服假 1 勢多章甫 21
793 服假要略抄 1 21 勢多章甫自筆
795 服假金玉抄　安政 6年 1 勢多章甫 21
796 服假掌中抄　安政 5年 1 勢多章甫 21 勢多章甫自筆
1336 諸門跡系図 1 ○ 56
1529 近代帝王系図　後深草至明治 1 ○ 64
1567 御系譜 1 ○ 65
1598 内林丸御系譜　後陽成以降 1 町口是治 ○ 65
1604 国母略譜表 1 勢多章甫 66 聖武以後
1656 後光明天皇外記 1 ○ 67
1794〔仁和以来〕立后年月類聚〔当職并冊命使付書〕 1 ○ 71
1796〔安永十年三月十五日後桃園院女御維子〕立太后次第 1 ○ 71
1807 御元服沿革 1 勢多章甫稿 71
1809 御元服式 1 勢多章甫稿 71
1830 春宮帯剣事 1 ○ 72
1851〔安政二年〕遷幸供奉色目草 1 ○ 72
1901 柏原山陵考 1 谷森善臣 74 勢多章甫写
1951 陵墓考証 1 勢多章甫 75
2218 続日本史名称訓 1 ○ 82
2256 類聚国史目録 1 ○ 83
14253 続史籍年表　自元和元年至明治 3年 1 勢多章甫稿 90
2596 伊勢御内々御代参諸雑記　天明 5年 3月 1 勢多章義 92
2598 一成斎君御記　自天明 8年至文政 8年 1 勢多章 93
2651 議奏言渡　2巻　自嘉永 7年至慶応 2年 1 ○ 94
2682 記録抄録 1 ○ 95
2700 花営三代記抄出 1 ○ 95
2714 勧修寺四代記録 1 95 勢多章甫抜粋
2747 権記　長徳 4年 1 96 勢多章甫写
2756 雑々記　自天保 9年至 13 年 1 ○ 96
2787 諸記雑抄　久我家記 1 勢多章甫 97 勢多章甫自筆
2792 章茂記　応永 23 年 1 ○ 98 2785 に同じ
2806 人車記　保元元年冬・久寿三年春夏 3 ○ 98
2823〔住吉社玉津島社〕御使雑記　文政 5年 4月 1 勢多章斐 98
2836 正心誠意　文久 3年至慶応 2年 1 勢多章甫抄録 99 6 巻、天保 2年至慶応 3年
2839 先朝紀略　6巻　天保 2年至慶応 3年 3 勢多章甫 99
2882 台別記　（一名知信記）　久安 5年 7月至 12 月 1 ○ 100
2900 中右記　近衛家本　寛治 6年、7年、天永 7年 1 100 勢多章甫自筆
1917 地下職掌録 1 ○ 101 中原章純跋
2953 執次詰所日記目録部類 1 ○ 102
2954 執次詰所日記目録部類 1 ○ 102
2994 放生会御内証使私記　文久元年正月 1 ○ 103
3036 壬生家記抄 1 ○ 104 11 種
3626 令義解　十巻 2 125 勢多章甫手沢校本
3667 延喜式　巻 1至 6、巻 9至 13 欠 17 126 勢多章甫校本、正保 4年
3668 一条家本延喜式　自巻 1至 5 2 ○ 126
3740 金玉掌中抄 1 中原章任 128 勢多章純写、校本
3743 金科釈文 1 ○ 128
3755 裁判至要抄 1 坂上明基 128 勢多章甫校本
3909 外記政始図・外記師兼記図・外記庁及南所図・南所考定図

・上宮太子銜図・土牛図
6 ○ 132

3921〔延享元雨儀晴儀〕神祇官代図 2 ○ 132
3922 例幣雨儀図・神祇官代図 3 ○ 132
3919 節会備忘抄 1 132 勢多章斐写
3935 年中御祝次第 1 ○ 133

(別表 6）無窮会図書館神習文庫所蔵勢多家関係図書



の
勢
多
家
の
活
動
の
記
録
の
う
ち
︑
﹁
記
録
幷
次
第
﹂
が
図

書
寮
に
売
却
さ
れ
た
︒
そ
れ
と
は
別
に
時
期
は
不
明
で
あ
る

が
︑
勢
多
家
の
江
戸
時
代
の
執
次
や
御
用
掛
の
活
動
の
記
録

で
あ
る
御
用
雑
記
類
が
献
納
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
︒

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
︑
宮
内
省
へ
の
献
納
さ
れ
た
勢

多
家
の
蔵
書
は
︑
故
実
の
研
究
の
た
め
の
本
︑
次
い
で
執
次

の
職
務
に
関
係
す
る
行
列
書
や
次
第
書
等
︑
最
後
に
執
次
や

御
用
掛
の
記
録
類
と
い
う
よ
う
に
︑
徐
々
に
彼
ら
の
朝
廷
で

の
活
動
の
核
心
に
ふ
れ
る
よ
う
な
本
に
推
移
し
た
こ
と
が
う

か
が
え
る
︒
そ
し
て
最
終
的
に
残
っ
た
勢
多
家
の
地
下
官
人

と
し
て
存
在
の
証
明
の
記
録
で
あ
る
﹁
職
掌
雑
記
﹂
等
が
︑

帝
室
図
書
館
に
売
却
さ
れ
た
の
で
は
あ
る
ま
い
か
︒
そ
し
て

そ
の
他
の
写
本
や
編
纂
物
の
草
稿
類
と
み
ら
れ
る
本
が
井
上

頼
囶
の
も
と
に
引
き
継
が
れ
た
と
み
ら
れ
る
が
︵
無
窮
会
図

書
館
神
習
文
庫
︶
︑
こ
ち
ら
の
分
析
に
関
し
て
は
今
後
の
課
題

と
し
た
い
︒

注(
�
)

｢
光
厳
天
皇
宸
記
と
さ
れ
て
き
た
花
園
天
皇
宸
記
﹂

︵
﹃
日
本
歴
史
﹄
七
九
九
︑
二
〇
一
四
年
︶
︶
︑
﹁
﹁
伏
見
宮
記

録
文
書
﹂
の
成
立
﹂
︵
﹃
書
陵
部
紀
要
﹄
六
六
︑
二
〇
一
五

年
︶
︒

(
�
)

｢
古
代
の
百
科
全
書
﹃
延
喜
式
﹄
の
多
分
野
協
働
研

究
﹂
第
五
回
研
究
集
会
︵
平
成
二
十
八
年
九
月
十
八
日
︑
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3953 嘉永年中行事 1 勢多章甫編 133
2954 嘉永年中行事攷証　四巻 2 勢多章甫編 133
3957 近代年中行事　中御門帝御代 1 ○ 133
4050 衣服沿革 1 勢多章甫稿 135
4051 衣服事類 1 勢多章甫稿 135
4052 衣服事類下 1 勢多章甫稿 135
4054 色目 1 ○ 135
4055〔真名〕衛府装束抄 1 135 勢多章甫校
4095 装束沿革　喪服 1 勢多章甫稿 136
4096 装束沿革 1 勢多章甫稿 136
4097 装束沿革 1 勢多章甫稿 136
4098 装束沿革　従者車馬 1 勢多章甫稿 136
4126 車馬僕従 1 勢多章甫筆 137
4137 廷尉装束抄 1 ○ 137
4141 女官衣服沿革・御喪服沿革 1 勢多章甫稿 137
4210 宮殿並調度沿革 1 勢多章甫編 139
4211 宮殿鋪設沿革 1 勢多章甫 139
4232〔安政新造〕清涼殿並小御所御襖色紙写 1 ○ 139
4242 内裡左右京図　内一枚殿門名 3 ○ 139
4271 廷尉書札礼 1 ○ 140
4427 御めて度事 1 ○ 144
4436 忌日並弓箭勘文 1 ○ 145
4597 律令格式　外 4種（二方品員令総記・清凉記抄・西宮記抄

・北山抄抄）
1 ○ 149

5188 押小路家伝写 1 ○ 167
5227〔町口氏〕坂家伝　付胡簶矢事 1 ○ 168
5229 佐々木六角家系 1 ○ 168
5271 水原族便覧 1 ○ 169
5290 勢多旧記 1 ○ 170
5291 勢多記録　付文書 1 ○ 170
5374 公卿補任零本 1 ○ 172
5663 久我由来 1 ○ 185 享和 3年写
10086 詠草 3 勢多章甫自筆 310
11217 伊加胡物語 1 ○ 340
12254 賀茂生直之写 1 ○ 370
12981 勢多氏草の露 1 勢多章甫自筆 389
12982 勢多章甫氏雑録 1 勢多章甫自筆 389
12983 勢多章甫雑抄 1 勢多章甫自筆 389
12984〔勢多氏〕備忘 1 勢多章甫自筆 389
14223 近衛家書籍目録 1 ○ 515
14235 諸家蔵書目録 1 ○ 515



国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
︶
︒

(
�
)

当
部
で
蔵
し
て
い
る
勢
多
家
関
係
の
図
書
を
外
部
か
ら
﹁
勢
多
本
﹂
と
称
さ
れ
る
こ
と

も
あ
る
が
︑
当
部
で
は
こ
れ
ら
の
本
を
家
別
と
し
て
い
な
い
の
で
︑
本
稿
で
は
勢
多
家
に
関

わ
る
図
書
全
般
を
﹁
勢
多
家
関
係
図
書
﹂
と
称
す
る
こ
と
と
し
た
い
︒

(
�
)

利
光
三
津
夫
﹁
法
家
﹁
勢
多
﹂
﹁
町
口
﹂
両
氏
に
つ
い
て
の
覚
書
﹂
︵
﹃
神
道
大
系
月
報
﹄

六
四
︑
一
九
八
七
年
︶
︒

(
	
)

吉
田
通
子
﹁
﹃
勢
多
旧
記
﹄
﹃
勢
多
章
甫
氏
雑
録
﹄
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
﹂
︵
﹃
法
学
研

究
﹄
六
二
-
五
︑
一
九
八
九
年
︶
︒

(


)

｢
明
治
十
四
年
自
三
月
十
日
至
同
三
十
一
日
人
民
指
令
﹂
一
〇
九
号
官
金
拝
借
願

大

蔵
省
よ
り
難
聞
届
旨
指
令
の
こ
と
︵
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
所
蔵
︶
︒

(
�
)

検
非
違
使
は
平
安
時
代
に
置
か
れ
た
令
外
官
︒
詳
し
く
は
阿
部
猛
﹃
増
補
改
訂
日
本
古

代
官
職
辞
典
﹄
二
四
〇
頁
︵
同
成
社
︑
二
〇
〇
七
年
︶
︶
を
参
照
の
こ
と
︒

(
�
)

平
井
誠
二
﹁
下
橋
敬
長
﹃
幕
末
の
宮
廷
﹄
︑
﹃
下
橋
敬
長
談
話
筆
記
﹄
袞
翻
刻
と
解
題
袞

︵
三
︶
﹂
︵
﹃
大
倉
山
論
集
﹄
四
八
︑
二
〇
〇
二
年
︶
︑
﹁
下
橋
敬
長
の
各
種
談
話
記
録
袞
翻
刻
と

解
題
袞
﹂
︶
︵
﹃
大
倉
山
論
集
﹄
五
一
︑
二
〇
〇
五
年
︶
︒

(


)

国
立
国
会
図
書
館
所
蔵
︒

(

)

相
田
満
﹁
勢
多
本
類
聚
国
史
目
録
の
こ
と
﹂
︵
﹃
国
文
学
研
究
資
料
館
紀
要
﹄
文
学
研
究

10
篇
三
六
︑
二
〇
一
〇
年
︶
に
よ
れ
ば
︑
﹁
勢
多
氏
備
忘
﹂
︵
無
窮
会
図
書
館
神
習
文
庫
所
蔵
︶

に
安
政
五
年
正
月
二
十
二
日
に
死
去
と
あ
る
と
し
て
い
る
︒

(

)

｢
先
朝
紀
略
﹂
の
文
久
二
年
十
二
月
十
二
日
条
に
﹁
職
掌
雑
記
﹂
が
引
用
さ
れ
て
い
る

11
が
︑
こ
れ
が
同
一
書
だ
と
す
る
と
︑
明
治
二
十
年
代
に
は
天
保
六
年
以
降
の
分
も
存
し
て
い

た
こ
と
に
な
る
︒

(

)

｢
解
説
﹂
︵
﹃
幕
末
の
宮
廷
﹄
所
収
︵
平
凡
社
︑
一
九
七
九
年
︑
一
九
六
五
年
初
出
︶
︶
︒

12
(

)

平
井
誠
二
二
〇
〇
五
年
論
文
︒
章
斐
は
﹁
長
橋
雑
記
﹂
︵
函
架
番
号
二
五
二
-
二
二
︶
を
︑

13
章
武
も
﹁
長
橋
殿
雑
記
﹂
︵
函
架
番
号
二
五
二
-
二
七
︶
を
遺
し
て
い
る
︒

(

)

詫
間
直
樹
編
﹃
京
都
御
所
造
営
録
袞
造
内
裏
御
指
図
御
用
記
﹄
︵
一
︶
～
︵
五
︶
︵
中
央

14
公
論
美
術
社
︑
二
〇
一
〇
～
一
五
年
︶
で
全
文
が
翻
刻
さ
れ
て
お
り
︑
各
冊
に
解
題
が
施
さ

れ
て
い
る
︒

(

)

武
田
庸
二
郎
﹁
﹃
造
内
裏
御
指
図
御
用
日
記
﹄
に
つ
い
て
﹂
︵
﹃
近
世
御
用
絵
師
の
史
的

15
研
究
袞
幕
藩
制
社
会
に
お
け
る
絵
師
の
身
分
と
序
列
﹄
所
収
︑
思
文
閣
出
版
︑
二
〇
〇
八

年
︶
︒
﹁
禁
裏
御
所
御
用
日
記
﹂
三
九
三
冊
の
う
ち
の
﹁
造
内
裏
御
指
図
御
用
掛
御
用
幷
自
分

記
﹂
︵
六
冊
︶
︑
﹁
賢
聖
障
子
其
外
障
子
図
留
﹂
︵
一
冊
︶
で
あ
る
︒
﹁
禁
裏
御
所
御
用
日
記
﹂

に
つ
い
て
は
﹁
公
用
の
日
記
だ
け
で
な
く
︑
家
事
日
記
・
私
日
記
︑
ま
た
宮
門
跡
・
尼
門
跡

な
ど
の
禁
裏
以
外
の
御
用
に
つ
い
て
も
記
さ
れ
﹂
︵
福
田
道
宏
﹁
﹃
禁
裏
御
所
御
用
日
記
﹄
に

つ
い
て
﹂
︵
前
掲
同
書
所
収
︶
︶
て
い
る
と
す
る
が
︑
こ
れ
は
当
部
に
お
け
る
勢
多
家
の
各
種

の
御
用
雑
記
と
同
性
格
の
も
の
と
み
て
よ
い
の
で
は
な
い
か
︒

(

)

こ
の
他
に
も
土
山
家
で
は
土
山
武
匡
︵
一
七
三
五
～
一
七
八
一
︶
の
も
の
か
と
さ
れ
る

16﹁
御
用
日
記
﹂
も
遺
さ
れ
て
い
る
が
︑
こ
ち
ら
は
明
和
八
年
の
後
桃
園
天
皇
の
大
嘗
祭
の
記

録
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
︵
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館
館
所
蔵
︶
︒

(

)

｢
地
下
家
伝
﹂
九
の
章
純
の
項
に
﹁
今
度
假
服
之
儀
有
御
尋
勘
文
注
進
賞
﹂
と
あ
る
︒

17
(

)

押
部
佳
周
﹁
政
事
要
略
の
写
本
に
関
す
る
基
礎
的
考
察
﹂
︵
﹃
広
島
大
学
学
校
教
育
学
部

18
紀
要
﹄
第
二
部
-
五
︑
一
九
八
二
年
︶
︒

(

)

佐
竹
朋
子
﹁
学
習
院
学
問
所
設
立
の
歴
史
的
意
義
﹂
︵
﹃
京
都
女
子
大
学
大
学
院
文
学
研

19
究
科
研
究
紀
要
﹄
史
学
篇
二
︑
二
〇
〇
三
年
︶
︒

(

)

小
林
丈
広
﹃
明
治
維
新
と
京
都
袞
公
家
社
会
の
解
体
﹄
一
一
三
～
一
一
五
頁
︵
臨
川
書

20
店
︑
一
九
九
八
年
︶
︒

(

)

｢
明
治
四
年
布
告
留
﹂
第
一
九
号
士
族
触
頭
五
名
撰
定
︵
京
都
府
立
京
都
学
・
歴
彩
館

21
所
蔵
︶
︒

(

)

｢
明
治
十
四
年
自
三
月
十
日
至
同
三
十
一
日
人
民
指
令
﹂
一
〇
九
号
官
金
拝
借
願

大

22
蔵
省
よ
り
難
聞
届
旨
指
令
の
こ
と
︒

(

)

こ
の
時
点
で
は
御
陵
掌
は
地
方
官
︵
京
都
府
︶
の
管
轄
で
あ
り
︑
宮
内
省
の
管
轄
下
に

23
入
る
の
は
明
治
十
六
年
九
月
に
宮
内
省
京
都
支
庁
が
設
置
さ
れ
て
か
ら
で
あ
る
︒

(

)

｢
具
視
京
都
皇
宮
保
存
ニ
関
シ
意
見
書
ヲ
上
ツ
ル
事
﹂
︵
﹃
岩
倉
公
実
紀
﹄
下
︑
九
九
一

24
～
一
〇
〇
〇
頁
︑
皇
后
宮
職
御
蔵
版
︑
一
九
〇
六
年
︶
︒

（ 97 ）



(

)

｢
京
都
宮
内
省
支
庁
中
左
ノ
職
員
被
置
候
条
此
旨
相
達
候
事
﹂
︵
『
法
規
分
類
大
全
﹄
官

25
職
門
五
︑
官
制
︑
内
廷
職
︑
宮
内
省
二
︵
内
閣
記
録
局
︑
一
八
八
九
年
︶
︶
︒

(

)

｢
退
官
者
履
歴
録
﹂
一
︵
識
別
番
号
八
八
二
六
八
︶
︒

26
(

)

｢
退
官
者
履
歴
録
﹂
一
︒

27
(

)

｢
退
官
者
履
歴
録
﹂
一
︒

28
(

)

｢
図
書
寮
史
料
二
ノ
上
﹂
︵
識
別
番
号
七
一
八
四
二
︑
旧
函
架
番
号
一
七
二
-
一
八
三
︶
︒

29
(

)

こ
れ
ら
は
﹃
神
習
文
庫
図
書
目
録
﹄
︵
無
窮
会
︑
一
九
三
五
年
︶
に
見
え
て
い
る
︒
た

30
だ
し
無
窮
会
図
書
館
神
習
文
庫
は
執
筆
時
︵
平
成
二
十
九
年
九
月
現
在
︶
に
改
装
中
の
た
め

同
館
所
蔵
本
に
つ
い
て
は
未
調
査
︒

(

)

明
治
二
十
六
年
十
月
十
九
日
図
書
属
井
上
頼
囶
・
同
樋
口
利
喜
太
郎
宛
書
簡
に
見
え
る

31﹁
三
条
公
御
指
諭
之
宮
殿
幷
衣
服
之
部
は
脱
稿
﹂
︵
﹁
明
治
二
十
六
年
図
書
寮
重
要
雑
録
﹂
第

二
号
︵
識
別
番
号
二
四
一
八
一
︶
︶
の
う
ち
の
﹁
宮
殿
﹂
の
部
が
本
書
を
指
す
か
︒

(

)

こ
れ
ら
﹃
孝
明
天
皇
紀
﹄
を
編
纂
し
た
際
に
先
帝
御
事
蹟
取
調
掛
で
蒐
集
さ
れ
た
本
は

32
明
治
四
十
四
年
に
侍
従
職
よ
り
図
書
寮
へ
移
管
さ
れ
た
︵
﹁
明
治
四
十
四
年
図
書
録
﹂
︵
識
別

番
号
乙
二
八
四
︶
第
一
四
号
︶
︒

(

)

｢
明
治
二
十
六
年
図
書
寮
重
要
雑
録
﹂
第
一
号
︒

33
(

)

明
治
二
十
六
年
秋
に
京
都
療
養
中
の
章
甫
と
図
書
助
山
県
篤
蔵
と
の
間
で
﹁
謄
写
幷
校

34
合
﹂
を
京
都
で
行
う
こ
と
に
つ
い
て
の
往
復
書
簡
が
残
っ
て
い
る
︵
﹁
明
治
二
十
六
年
図
書

寮
重
要
雑
録
﹂
第
二
号
︶
︒
こ
の
本
を
見
て
み
る
と
︑
巻
一
の
署
名
と
巻
一
か
ら
巻
五
ま
で

の
本
文
は
章
甫
の
筆
で
︑
巻
二
以
降
の
署
名
と
巻
六
の
本
文
は
章
甫
の
も
の
で
は
な
い
よ
う

に
見
え
る
︒
巻
五
ま
で
は
明
治
二
十
六
年
の
春
ま
で
に
完
成
し
て
お
り
︑
巻
六
は
そ
れ
以
降

に
執
筆
さ
れ
た
と
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
︑
山
県
と
の
書
簡
の
な
か
で
︑
﹁
謄
写
幷
校
合
﹂
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
の
は
︑
春
以
降
に
執
筆
さ
れ
た
巻
六
の
こ
と
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
︒

朱
で
訂
正
さ
れ
た
部
分
は
清
書
本
と
み
ら
れ
る
本
︵
識
別
番
号
七
二
七
三
九
～
四
四
︶
に
反

映
さ
れ
て
い
る
の
で
︑
こ
の
朱
は
﹁
謄
写
幷
校
合
﹂
の
後
︑
章
甫
が
加
え
た
も
の
で
あ
ろ
う
︒

以
上
よ
り
︑
こ
の
本
は
章
甫
に
よ
っ
て
完
成
さ
れ
た
稿
本
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
︒
な
お
︑

﹁
先
朝
紀
略
﹂
は
﹃
神
習
文
庫
図
書
目
録
﹄
に
も
見
え
て
い
る
︒

(

)

岩
壁
義
光
﹁
宮
内
省
の
事
蹟
調
査
と
﹃
孝
明
天
皇
紀
﹄
編
纂
﹂
︵
﹃
史
潮
﹄
新
六
三
︑
二

35
〇
〇
八
年
︶
︒
﹁
京
都
旧
官
家
士
族
名
簿
﹂
︵
﹁
平
安
義
会
資
料
﹂
一
三
︵
京
都
学
・
歴
彩
館
所

蔵
︶
︶
に
は
明
治
二
十
二
年
十
月
の
時
点
で
章
甫
は
﹁
在
東
京
﹂
と
あ
る
︒

(

)

｢
明
治
二
十
九
年
図
書
寮
重
要
雑
録
﹂
第
四
号
︑
︵
識
別
番
号
二
四
一
八
一
︶
︒
宮
内
大

36
臣
に
提
出
さ
れ
た
の
は
︑
後
者
︵
識
別
番
号
七
二
七
三
九
～
四
四
︵
旧
函
架
番
号
四
五
五
-

一
︶
︶
の
清
書
し
た
と
み
ら
れ
る
ほ
う
の
本
で
は
な
か
ろ
う
か
︒

(

)

｢
勢
多
章
甫
﹃
先
朝
紀
略
﹄
覚
え
書
﹂
︵
﹃
國
學
院
大
学
伝
統
文
化
リ
サ
ー
チ
セ
ン
タ
ー

37
研
究
紀
要
﹄
二
︑
二
〇
一
〇
年
︶
︒

(

)

｢
孝
明
天
皇
御
事
蹟
取
調
録
﹂
一
︑
第
二
六
号
︒
旧
儀
式
取
調
掛
は
﹁
公
事
録
﹂
を
編

38
纂
し
た
部
局
で
︑
こ
の
編
纂
メ
ン
バ
ー
に
中
山
忠
能
や
橋
本
実
梁
等
の
名
前
が
見
え
て
い
る

︵
﹁
図
説
宮
中
行
事
解
説
﹂
︵
﹃
図
説
宮
中
行
事
﹄
所
収
︑
同
盟
通
信
社
︑
一
九
八
〇
年
︶
︶
︒

(

)

｢
蔵
書
史
と
新
収
書
解
説
﹂
︵
﹃
書
陵
部
紀
要
﹄
一
︑
一
九
五
一
年
︶
︒

39
(

)

『
神
習
文
庫
図
書
目
録
﹄
に
文
久
三
年
か
ら
慶
応
二
︵
一
八
六
六
︶
年
ま
で
の
章
甫
抄

40
出
本
が
一
冊
見
え
て
い
る
︒

(

)

西
村
慎
太
郎
は
﹁
明
ら
か
な
間
違
い
や
典
拠
が
示
さ
れ
て
い
な
い
な
ど
︑
利
用
に
は
特

41
に
注
意
を
要
す
る
﹂
と
し
て
い
る
︵
﹁
近
世
地
下
官
人
の
収
入
﹂
︵
﹃
近
世
朝
廷
社
会
と
地
下

官
人
﹄
吉
川
弘
文
館
︑
二
〇
〇
八
年
︑
初
出
二
〇
〇
四
年
︶
︶
︒

(

)

こ
の
切
紙
は
北
陣
の
次
第
・
沿
革
等
を
詳
細
に
記
し
て
い
る
︒
北
陣
の
記
録
は
﹁
職
掌

42
雑
記
﹂
に
見
え
る
ほ
か
︑
﹁
勢
多
旧
記
﹂
︵
無
窮
会
図
書
館
神
習
文
庫
所
蔵
︶
に
も
﹁
白
馬
節

会
北
陣
催
次
第
﹂
を
は
じ
め
白
馬
節
会
の
記
事
が
散
見
す
る
と
い
う
︵
吉
田
通
子
前
掲
論

文
︶
︒
こ
の
よ
う
に
北
陣
は
検
非
違
使
に
任
じ
ら
れ
る
勢
多
家
に
と
っ
て
重
要
な
行
事
で
あ

っ
た
こ
と
が
う
か
が
え
︑
章
甫
は
そ
れ
を
﹁
勢
多
章
甫
筆
記
﹂
に
付
け
加
え
た
か
っ
た
た
め

に
図
書
寮
に
後
か
ら
送
っ
た
の
で
あ
ろ
う
︒
な
お
こ
の
切
紙
の
部
分
は
刊
本
に
は
載
せ
ら
れ

て
い
な
い
︒

(

)

早
川
万
年
﹁
延
喜
式
の
版
本
に
つ
い
て
﹂
︵
﹃
延
喜
式
研
究
﹄
一
︑
一
九
八
八
年
︶
︒
た

43
だ
し
こ
の
本
に
は
明
暦
三
年
の
奥
書
が
な
い
︒

(

)

『
復
古
記
﹄
四
︵
内
外
書
籍
︑
一
九
二
九
年
︶
︒

44
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(

)

外
池
昇
﹁
陵
墓
観
の
変
遷
﹂
︵
﹃
成
城
文
芸
﹄
一
一
五
︑
一
九
八
六
年
︶
︒

45
(

)

｢
古
事
類
苑
稿
﹂
︵
函
架
番
号
一
〇
六
-
七
七
︶
の
﹁
山
陵
上
﹂
に
見
え
る
﹁
章
武
朝
臣

46
記
﹂
嘉
永
五
年
四
月
二
十
六
日
条
に
引
用
さ
れ
て
い
る
︒

(

)

｢
古
事
類
苑
編
纂
事
歴
﹂
︵
﹃
古
事
類
苑
総
目
録
索
引
﹄
所
収
︑
一
九
一
四
年
︶
︒

47
(

)

｢
山
陵
上
﹂
の
綱
文
の
な
か
で
章
甫
が
谷
森
の
こ
と
を
﹁
篤
志
ノ
人
﹂
と
評
価
し
て
い

48
る
︒
ま
た
章
甫
が
伏
見
宮
家
か
ら
借
用
し
た
本
の
写
本
が
谷
森
家
旧
蔵
図
書
に
存
す
る
な
ど

両
者
の
間
に
は
親
交
が
あ
っ
た
よ
う
な
形
跡
が
見
ら
れ
る
︵
相
曽
二
〇
一
四
年
論
文
︶
︒
﹁
古

事
類
苑
稿
﹂
は
明
治
四
十
四
年
に
諸
陵
寮
か
ら
移
管
さ
れ
た
が
︑
そ
れ
以
前
に
い
つ
ど
こ
か

ら
諸
陵
寮
に
入
っ
た
も
の
か
は
未
詳
で
あ
る
︒

(

)

『
神
習
文
庫
図
書
目
録
﹄
に
﹁
勢
多
本
﹂
と
し
て
︑
﹁
議
奏
言
渡

自
嘉
永
七
年
至
慶
応

49
二
年
﹂
が
見
え
て
い
る
︒

(

)

｢
明
治
二
十
二
年
図
書
録
﹂
第
二
三
号
︵
識
別
番
号
乙
二
七
三
︶
︒
こ
の
他
︑
章
甫
は
明

50
治
二
十
四
年
十
一
月
に
鷹
司
家
に
﹁
先
年
来
御
借
用
之
分
﹂
を
返
し
て
い
る
が
︑
こ
ち
ら
は

書
名
を
見
る
限
り
装
束
に
関
す
る
も
の
が
多
い
よ
う
で
あ
る
︵
﹁
明
治
二
十
四
年
主
殿
寮
出

張
所
重
要
雑
録
﹂
雑
件
ノ
部
︑
第
三
一
号
︵
識
別
番
号
二
五
二
九
四
︶
︶
︒

(

)

相
曽
二
〇
一
四
年
論
文
︒

51
(

)

｢
大
正
七
年
図
書
録
﹂
︵
識
別
番
号
乙
二
八
六
︶
第
四
号
︒

52
(

)

｢
明
治
十
六
年
図
書
録
﹂
︵
識
別
番
号
乙
二
六
八
︶
第
二
号
︒

53
(

)

｢
橋
本
実
梁
日
記
﹂
︵
函
架
番
号
五
〇
八
-
五
三
︶
明
治
十
二
年
二
月
二
月
十
六
日
条
︒

54
但
し
こ
の
日
実
梁
は
不
在
で
︑
章
甫
は
不
日
再
訪
す
る
と
し
て
い
る
が
︑
そ
の
後
面
会
し
た

か
ど
う
か
は
日
記
で
は
確
認
で
き
な
い
︒
同
日
記
慶
応
三
年
八
月
七
日
条
に
も
章
甫
が
見
え

る
こ
と
か
ら
︑
明
治
以
前
か
ら
職
務
を
通
し
て
接
触
が
あ
っ
た
こ
と
は
う
か
が
え
る
が
︑
ど

の
程
度
の
関
係
で
あ
っ
た
か
は
未
詳
で
あ
る
︒

(

)

｢
明
治
十
四
年
自
三
月
十
日
至
同
三
十
一
日
人
民
指
令
﹂
一
〇
九
号
官
金
拝
借
願

大

55
蔵
省
よ
り
難
聞
届
旨
指
令
の
こ
と
︒

(

)

｢
明
治
十
一
年
総
務
課
進
退
録
﹂
女
官
ノ
部
︑
第
一
三
号
︵
識
別
番
号
二
〇
八
一
一
︶
︒

56
(

)

｢
明
治
二
十
三
年
図
書
録
﹂
第
二
五
号
︵
識
別
番
号
乙
二
七
四
︶
︒
章
甫
の
希
望
は
三
円

57

か
ら
五
円
と
あ
る
の
で
︑
ほ
ぼ
希
望
通
り
に
買
い
上
げ
ら
れ
た
と
み
ら
れ
る
︒
章
甫
の
二
女

威
子
が
明
治
十
一
年
に
皇
后
宮
職
に
就
職
し
た
際
に
﹁
月
給
金
八
円
﹂
と
あ
る
の
で
︵
﹁
明

治
十
一
年
総
務
課
進
退
録
﹂
︶
︑
買
い
上
げ
ら
れ
た
金
額
は
そ
れ
ほ
ど
高
い
も
の
で
は
な
か
っ

た
と
思
わ
れ
る
︒

(

)

署
名
の
か
わ
り
に
花
押
が
書
か
れ
て
い
る
も
の
も
あ
る
︒
現
在
︑
御
用
雑
記
類
の
う
ち
︑

58﹁
︹
皇
太
子
︺
恵
仁
親
王
恒
例
臨
時
御
用
留
﹂
︵
函
架
番
号
一
七
五
-
一
五
︶
と
﹁
恵
仁
親
王
立

坊
新
調
御
道
具
御
用
雑
記
﹂
︵
函
架
番
号
一
七
五
-
二
〇
︶
の
み
が
御
所
本
と
さ
れ
て
い
る
︒

し
か
し
体
裁
は
﹁
寛
宮
御
用
雑
記
﹂
と
似
て
お
り
︑
こ
れ
ら
の
本
が
御
所
本
と
さ
れ
た
経
緯

に
つ
い
て
は
今
後
検
討
す
べ
き
と
思
わ
れ
る
︒

(

)

『
帝
室
和
漢
図
書
目
録
﹄
に
見
え
る
函
番
号
は
明
治
二
十
三
年
購
入
本
は
九
番
で
あ
り
︑

59
御
用
雑
記
類
が
一
〇
番
で
あ
る
こ
と
か
ら
︑
順
序
と
し
て
は
﹁
記
録
幷
次
第
﹂
の
後
に
整
理

さ
れ
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
︒

(

)

こ
れ
ら
は
田
中
勘
兵
衛
︵
教
忠
︶
︵
一
八
三
八
～
一
九
三
四
︶
よ
り
購
求
さ
れ
て
い
る
︒

60﹃
田
中
教
忠
蔵
書
目
録
﹄
︵
一
九
八
二
年
︶
所
載
の
﹁
年
譜
﹂
に
よ
れ
ば
︑
田
中
と
章
甫
は

﹁
学
友
﹂
で
あ
っ
た
と
す
る
︒
ま
た
田
中
は
明
治
二
十
九
年
七
月
よ
り
帝
国
京
都
博
物
館
学

芸
委
員
を
嘱
託
さ
れ
て
お
り
︵
同
四
十
年
三
月
京
都
帝
室
博
物
館
学
芸
委
員
奏
任
待
遇
︶
︑

同
三
十
五
年
三
月
に
は
東
京
帝
国
図
書
館
所
蔵
の
﹁
中
原
師
守
記
﹂
等
の
修
補
と
新
写
に
従

事
す
る
と
と
も
に
︑
同
三
十
七
年
十
二
月
に
は
東
京
に
家
屋
を
購
入
し
た
旨
が
見
え
て
い
る
︒

一
方
︑
勢
多
の
長
子
で
あ
る
章
之
は
明
治
三
十
七
年
十
一
月
四
日
に
東
京
府
属
を
休
職
満
期

に
な
っ
て
い
る
︵
﹁
第
一
種
・
秘
書
・
転
免
死
亡
者
履
歴
・
冊
ノ
九
﹂
︵
東
京
都
公
文
書
館
所

蔵
︵
六
〇
二
・
Ｃ
二
・
二
一
︶
︶
︒
宣
之
と
そ
の
亡
父
の
﹁
学
友
﹂
で
あ
っ
た
田
中
が
︑
こ
の

頃
に
接
点
が
あ
っ
た
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
よ
う
︒

(

)

｢
古
事
類
苑
編
纂
事
歴
﹂
︒

61

（ 99 ）


